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序 文

千葉県の中央部に位置する市原市は、西は東京湾に面し，南には房総丘陵が広がり、恵まれ

た自然環境のもと数多くの遺跡が所在しています。

近年、京葉地区のなかで重要な位置を占める当地域における開発は著しく、それに伴う水需

要は増大の一途をたどっています。このような状況に対応するため、千葉県水道局では、新た

な水資源を確保すべく建設した高滝ダムの取水場から、福増の浄水場をむすぶ導水管の埋設工

事を計画しました。

このため千葉県教育委員会では、導水管埋設工事予定地内に所在する埋蔵文化財の取扱いに

ついて、千葉県水道局をはじめ、関係諸機関と慎重に協議を重ねた結果、発掘調査による記録

保存の措置を講ずることとなりました。

発掘調査は、千葉県教育委員会の指導のもとに、財団法人千葉県文化財センターが昭和59年

度事業として60年 1月から 3月にかけて実施しました。

このたび、門脇遺跡の整理作業が終了し、その成果を「市原市門脇遺跡」として刊行する運

びとなりました。

発掘調査では竪穴住居跡16軒をはじめ、「里長」と墨書された須恵器などが検出されました。

これらの遺構や遺物は、養老川流域の歴史を解明していく上で重要な資料となるものです。

本書が学術的な資料としてはもとより、多くの方々が、郷土の歴史に対する理解を深めるた

めに活用されることを望んでやみません。

最後に地元関係者、千葉県水道局、千葉県教育委員会、市原市教育委員会の御協力、御指導

に深く御礼を申し上げるとともに、協力された多くの調査補助員の皆様に対して、心から謝意

を表します。

昭和60年12月

財団法人 千葉県文化財センター

理事長 山本孝也



例 口

1.本書は、千葉県水道局による高滝導水管埋設工事の実施に伴い調査した、市原市磯ヶ谷に

所在する間続遺跡の発掘調査報告書である。

2.発掘作業及び整理作業は、千葉県教育委員会の指導のもとに、千葉県水道局との委託契約

に基づき、財団法人千葉県文化財センターが実施した。

3.発掘作業及び整理作業は、調査部長鈴木道之助のもとに下記の職員がこれにあたった。

(発掘調査昭和60年 1月1日~同年3月31日)

部長補佐岡川宏道

班 長 古内茂
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4.本書の執筆は主に小林があたり、 II-4の石器について主任調査研究員田村 隆が、 II-

3の瓦については調査研究員今泉 潔が行なった。

5.本遺跡のコード番号は、 219(市町村コード)-031 (遺跡コード)とした。

6.本書に使用した地形図は、国土地理院発行の 1: 25，000海士有木(千葉16号-1)、鶴舞(千

葉16号-2)、姉崎(千葉16号 3 )、上総横田(千葉16号-4)である。

7.本書に使用した空中写真は、京葉測量(株)の提供になるものである。

8.発掘調査から報告書の刊行に至るまで、千葉県水道局、千葉県教育庁文化課、市原市教育

委員会の関係者各位をはじめ多くの方々から御指導、御協力を賜わりました。ここに謝意を

表します。
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I 序 章

1 遺跡の立地と周辺の遺跡

立地 門脇遺跡は市原市磯ケ谷字門脇8番地他に所在する遺跡である。市原市は千葉県の中央

部からやや南寄りに位置する市で、南北に36凶と細長い市域を呈している。市の北端は千葉市

との聞を流れる村田川に接し、西は東京湾に面し、また、南は木更津市、君津郡と境を置く。

そうした市の中ほどを著しい蛇行をみせながら流れているのが、清澄山漢に源を発する養老川

である。この養老川の中流から下流に差し掛かるあたり、その右岸の標高70"""72mを測る台地

上に遺跡は立地している。遺跡から現在流れている養老川までは、西に直線距離にして約 3km

である。小湊鉄道上総山田駅と養老川との中間の沖積地の標高が12mで、あるので、本跡との比

高は58"""60mを測ることになる。また、河岸段丘上に開けたと考えられる磯ヶ谷の集落中心部

での標高が21mで、そことは約50mの比高を有することになる。したがって、遺跡から養老川

方面への眺望は良好で、左岸の光風台方面を望むことができる(第 l図参照)。

第 2図に見るとおり、遺跡は複雑に入り込む谷によって独立した台地の景観を示している。

本跡の北側にもうーカ所の平坦部が認められるが、その聞は東側からの谷の形成により尾根状

の地形となっている。一応この尾根状の部分によって、北側の台地と本跡の立地する台地とは

画されているといえるだろう。このやせ尾根状の中聞が今回行なった調査の調査区北端となっ

ている。これより南側に広がる遺跡について門脇遺跡と呼んでおくことにしたい。その遺跡の

広がりは、南北350m、東西100"""200mの範囲に認められる平坦部全域に及ぶものと考えられる。

それは一部林となっているものの、畑の至るところに散布する土器片から容易に推察すること

ができる。また、東側は谷に向かつて急激に傾斜しているが、西側ではゆるやかに張り出しな

がら下っているところもある。そうしたところではさらに斜面にまで遺跡の広がりが及ぶ可能

'性がある。

周辺の遺跡 養老川流域は、自然環境に恵まれ、先土器時代から歴史時代にわたる数多くの遺

跡が所在している。特に養老川下流域の上総国分寺台の遺跡群では組織的な調査が続けられ、

大きな成果を上げていることは広く知られるところである(注 1)。本遺跡周辺においては、下

流域ほどの遺跡の密集は認められないものの、各時代において特徴的な遺跡が点在している。

先土器時代では、養老川流域で初めて遺物包含層を明らかにした南原遺跡(注 2)が注目さ

れる。調査面積が狭かったため、石器はソフトローム層から切出形石器、台形石器、削器が少

量出土したにとどまるが、先土器時代の調査の端を開いた遺跡として重要である。また、断片

的な資料ながら、土字遺跡(注 3)で掻器、削器、剥片が出土しており、萩の原遺跡(注 4) 

でも有舌尖頭器と削器が各 1点ずつ報告されている。このように当地域の先土器時代の研究は
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1.門脇遺跡 2.武士遺跡

5.土字遺跡群 6.中高根古墳群

3.川在遺跡

7.南原遺跡

4. 二日市場廃寺跡

8.萩ノ原遺跡

端緒についたばかりといえ、今後の調査に期待するところが大きい。

縄文時代は草創期の遺跡として、先にあげた南原遺跡がある。出土遺物のうち石器は草創期

初頭のセットを知るうえで良好な資料である。器種は有舌尖頭器、木葉形尖頭器、端削器が認

められる。土器は隆起線文土器で、特徴により、刺突ないし刻みによる連鎖状の隆起線が施文

されるものと、押圧による波状の隆起線文が施文されるものとの二つに分けられている。撚糸

文期以降条痕文にかけての土器は土宇遺跡で出土し、沈線文系の田戸下層式が萩ノ原遺跡で検

出されている。前期については今までのところまとまった資料を欠き、萩ノ原遺跡で浮島式、

興津式、十三菩提式が僅かに認められる程度となっている。中期の代表的な遺跡は、加曽利E

期の住居跡20軒を検出した土宇遺跡である。土坑も多数検出されており、房総半島の最も南で

調査された、加曽利E期後半の集落となっている。後期は、堀之内期の集落の一部が武士遺跡

(注 5)で調査され、本遺跡に近接する川在遺跡(注 6)では、採集資料であるが、称名寺式、

堀之内式、加曽利B式、曽谷式、安行 I・II式の土器が得られている。

当地域の弥生時代中期後半の遺跡は明らかになっていない。生活の営みの跡が顕著に現われ

るのは後期に入ってからである。武士遺跡、土宇遺跡で久ケ原期の住居跡の検出をみるが、住

居跡85軒が発見された土字遺跡は、養老川中流域のなかで拠点的な集落ととらえられる。

古墳時代では養老川の両岸に古墳群が認められる。左岸の台地上には開発によってそのほと

んどが削平されてしまった中高根古墳群(注 7)が所在する。同古墳群は墳長約60mの前方後

円墳 1基と円墳12期からなり、規模の大きなものが目立ち、養老川中流域南岸の盟主的グルー

プと考えられている。一方右岸では円墳を主に形成される土宇古墳群が残されている。また、

本遺跡の周辺を地元では「べったら塚」と呼んでおり、古墳や近世の塚が多く所在するところ

である。

こうした古墳群の成立とその後の政治的動向は今後の課題であるが、二日市場廃寺跡(注 8) 

や萩ノ原廃寺跡などの古代寺院の存在は示唆的である。二日市場廃寺跡は本遺跡の西に位置し、

出土した紀寺式軒丸瓦から 7世紀終末の創建と考えられている。

以上ー督しただけでも判るように、これまで等閑視されていた観のある当地域も、養老川流

域のなかで重要な位置を占めていたことが窺われる。

}王

1 国分寺台遺跡群は、養老川下流域の北岸に立地し、市原市国分寺台土地区画整理事業に伴い昭和

47年から組織的な調査が行なわれている。遺跡の時代は先土器時代から歴史時代にわたり、国史跡

の上総国分僧寺跡、同じく国分尼寺跡をはじめ、神門4・5号境、西広貝塚などのほか、集落跡を
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含む多くの遺跡が所在している。

2 大塚達朗・小川静夫・田村 隆 「市原市南原遺跡、第 1次調査抄報J r伊知波良~ 1 昭和54

年3月 伊知波良刊行会

大塚達朗・小川静夫・田村 隆 「市原市南原遺跡第 2次調査抄報J r伊知波良~ 4 昭和55

年11月 伊知波良刊行会

千葉県文化財センター 「市原市南原遺跡J r房総考古学ライブラリー 1 先土器時代』昭和

59年 3月

3 柿沼修平・新井和之ほか 『土宇』 昭和54年4月 日本文化財研究所

4 寺門義範・田口 崇 『千葉県萩ノ原遺跡の調査』 昭和52年9月 日本文化財研究所

5 半田堅三ほか 『武土遺跡』 昭和51年3月 武士遺跡発掘調査団

6 鷹野光行・半田耕之助 「市原市川在遺跡採集の遺物J r史館」第 9号 昭和52年10月

7 田中新史 「煙滅しつつある中高根古墳群を悼むJ r伊知波良~ 2 昭和54年5月 伊知波良

刊行会

8 阪田正一・郷堀英司 『市原市二日市場廃寺跡確認調査報告』 昭和59年3月 千葉県文化財セ

ンター

2 調査の経過と方法

本遺跡の所在する市原市は、いわゆる首都圏に位置し、開発が急速に進んでいる地域である。

それに伴い埋蔵文化財の保護を含め様々な問題が起きている。その一つが水需用の増大である。

このような状況に対応するために、千葉県水道局では、新たな水資源の確保を目的に建設した

高滝ダムと、福増に所在する浄水場とを結ぶ導水管の埋設工事を計画した。このため、千葉県

教育委員会は、導水管埋設予定地内に含まれる埋蔵文化財の取扱いについて、千葉県水道局を

はじめ関係諸機関と協議を重ね、その結果発掘調査による記録保存の措置を講ずることとなっ

た。調査については、千葉県教育委員会の指導のもとに、千葉県水道局との委託契約に基づき、

当センターが昭和60年 1月1日から同年 3月31日までの予定で実施する運びとなった。対象と

なる門脇遺跡の調査面積は、 1，130m2である。

調査に伴う準備作業は、昭和60年の年明けとともに 1月4日から開始した。 1月14日に現地

に入札詰所の設置などのほか環境整備を行なう。また、遺跡の中央部を幅2.5m前後でほぼ南

北に伸びる調査部分を考慮し、発掘区の設定を始める。発掘区は磁北を基準に 4mx4mのグ

リッドを最小単位とし、 4mx南北40mを大グリッドとした。大グリッドは、北から40mごと

に I-----xnの番号をつけ、西から 4mごとにA・B・C・D・E・Fとアルフアベットを付した。

大グリッド内の小グリッドについては北から 0・1・2……9と呼称することにした。調査区

の北西の隅のグリッドは、大グリッドと小グリッドを組み合わせると I-AOグリッドである。
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調査範囲は農道として使用されているその幅に限られ、表土層はかなり固くしまっていた。

そのため表土層については重機によって剥がすことにし、 1月17日から21日にかけて実施する。

表土層の除去は慎重に行ない、遺構の検出作業は、ジョレンを使用して人の手によって進めた。

区一 C区内では表土層の下位まで固くしまっていて、容易に平面形の確認が進まなかった。こ

の時点では表土除去と遺構検出作業は N~XII区の範囲まで行なった。

1月23日から遺構の精査に取り掛かる。番号は遺構の種類ごとに、調査順に001号跡から付け

ていくことにした。まず、 S1 -001~004号跡について開始する。

2月12日までには、 S1 -001~011号跡はカマドの調査を一部残しているもののほぽ終了し、

床面を剥がしてその下の調査に入る。それとともに SD-001号跡から溝の調査を行なう。

最初の表土剥ぎでは、調査工程上 I~III区の聞は表土を残しておかざるを得なかった。この

区間の除去を 2月26日と 3月7日から 3月12日にかけて行なった。これにより新たに住居跡 1

軒と土坑を検出する。

IV~xn 区に検出した遺構は一部の実測などを残し、 3 月上旬には大体掘り上がってきた。こ

の状況をみて、引き続き先土器時代の確認調査に移る。先土器時代の確認は、 2mX2mのテ

スト・ピット 7ケ所を設定し、武蔵野ローム層上面まで掘り下げて実施した。その結果、どの

箇所からも遺物の出土は認められなかった。

3月23日になると調査区北側の 1~ III区で検出した遺構も、すべて実測・写真まで終わり、

25日から埋め戻し作業を開始する。 3月29日に現場の撤収を済ませ、予想、を上回る成果を得て

不事昭和59年度の現場作業を終了した。

3 調査の概要

土層(第 4区) 門脇遺跡の平坦部における基本土層は以下のとおりである。

I層 表土揖乱層である。黒色土を主とする。調査部分が道となっているため全域にわたっ

て固くしまっている。

11層 暗褐色土層。いわゆる漸移層で新期テフラは確認されなし当。場所によって厚さに差が

あり、一部では認められないところもある。

凹層 黄褐色軟質ローム層。ソフトローム層である。この層の上面が本遺跡の遺構検出面に

なる。 IV層との聞は凹凸が激しい。

IV~V層 褐色ローム層。ハードローム層である。下総台地北西部で確認できる第 1黒色帯

は、肉眼では識別できない。統ーを計るため一応IV~V層としておきたド。

IV層 黄褐色ローム層。姶良丹、沢パミスを含む層と考えられる。

VII層 暗褐色ローム層。立川ローム層第 2黒色帯に当たる。下位になるにつれ色調に暗さを

増す。不明瞭ながら a・bの上下 2層に分けることができる。
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第4図 調査区内土層柱状図

69.00m 

68.00m 

67.00m 

している。 7世紀末から 8世紀にかけては広く分布し、9軒が確認された。そのほかに明確な

時期が断定できないものが 4軒存在する。 7世紀以降建てられたと考えられる掘立柱建物跡が

1棟、調査区の最も南で検出されている。溝状遺構は、方形周溝状遺構の一部と考えられる 2

条を含み 7条が平坦部で部分的に調査された。またほかには、炉穴 2基、土坑8基がみつかり

遺構数は合計34に達した。これは調査面積から考えればかなりの密集度を示すものである。た

だ調査区の幅が狭かったことと、先に示したように検出面が第III層上面であったことにより、

遺構そのものの遺存は良好であったとはいえなし3。特に住居跡については、掘り込みが浅く遺

物も少量でFあった。潜状遺構などにしても、一部を確認したというにとどまっており、全般に

調査の性格からくる限界があった。
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II 検出した遺構と遺物

1 住居跡と出土遺物

今回の調査では16軒の住居跡を検出した。しかし、調査範囲の狭さから完掘できた住居跡は

1軒もなかった。また、その16軒のなかにはのほんの僅かな部分の精査にとどまったため遺物

が少なく、 1-3でふれたように構築時期についても断定できなかった遺構もある。そうした

遺構については、平面形とか、床面がしっかりしているとか、覆土の検討などによって住居跡

であることを確認した。ここでは検出した16軒の住居跡について遺構番号順に説明を進めるこ

とにしたし当。なお、各遺構から出土した遺物点数を示すことにしたが、土器については総破片

数とした。例えば完形土器についても、その土器が 5点の破片が接合して復元されたものなら

ば、遺物数は 5点として数えた。

$1ー 001号跡(第 5図、図版4・14)

遺構 本跡はIV-C6グリッドで検出された。ここは遺跡の広がる台地平坦部の北側にあたる。

検出したのは住居跡の東側半分で、西側は調査範囲の外へ広がっている。北壁で認められた山

砂と煙道部の掘り方からカマドは北壁に構築されていることが判る。このカマドをとおる中軸

線を主軸とすると、それと平行する東壁はM-70-Eと磁北に対して僅かに東に偏する方向を

指す。北東及び南東のコーナ一部分は丸味をもつことからこの住居跡は、東壁の規模から推定

し一辺3.20mの隅丸方形を呈するものと考えられる。検出面から床面までは20~28cmである。

壁自体は比較的良好に遺存し、壁下にはカマド構築部分を除いて壁溝がめぐっている。壁溝は

幅15cm前後で、深さは場所によって多少異なるが 5cm程である。また壁溝中に小ピットが検出

されている。検出部分では北東のコーナー付近に l個、東壁の中程に 2個、南東コーナーに l

個、そして南壁に 1個の計 5ケ所に検出されている。小ピッ卜の掘り方は楕円形を呈し、深さ

は溝底面から 5~6cm と浅いものである。壁は壁溝から約80。の角度で立ち上がる。床面は貼床

を施して平坦に構築される。中央部がやや低くなっている傾向が認められるものの、全体に堅

轍な状態を呈している。この貼床を剥いだ状況が第5図の右の図である。壁寄りにはあまり凹

凸はなく、中央に大小のピットが多く認められる。こうした掘り方が原因して住居中央部が使

用の聞に僅かに低くなったものと考えられる。柱穴は床面を取り去って精査した後も検出する

ことはできなかった。住居跡内に上屋構造を支える主柱穴を固定するための柱穴は穿たなかっ

たものと思われる。カマドは北壁に設けられていたことは明らかである。しかし、構築材は流

出し袖部分は全く遺存していなし〉。煙道部の半分については調査ができた。煙道部は壁から約

40cm掘り込まれて作られ、段状の立ち上がり方を示している。

- 9 
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b・ーー

G仁

一一 b' 

。。

b一一一一一
69.50m b 

一二 -fi f 

土層説明

1.表土撹乱層 (石などを多く含み聞い。)

II.暗褐色土層 (ローム層への漸移層。)

1.暗綿色上層 (小ロームブロックと炭化粒

を僅かに含む。)

2.黒褐色上層 (山砂を多く含む。)

3.黒褐色土層 ( 2庖より山砂を多く含む。)

4.褐色土居 (ソフトロームを主とする。)

5.黒褐色上厨 (黒色上とロームが混ざる。)

崎

1
1
1
1
11
1

-
E
S
.
3
 

(掘り方平面図)

。 2m 
(1/60) 

ヒ=zJ1百二J
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、司て1

。 10cm 
(1/4) 

第5図 S 1 -001号跡 ・出土遺物実測図

遺物 遺物出土総数は43点で土器片が42点、不明鉄製品の小片 1点である。 lは須恵器の杯で

ある。口径12.2cm、器高3.3cm、底径8.7cmを測る。口径に比して底径も大きく 、浅い作りとな

る。底部は切り離し後全面に回転へラケズリが施されるが、中心部がやや突出し完全な平底と

はなっていなしミ。したがって不安定な感じを受ける。体部は下端で幾分丸味を付け直線的に立

ち上がる。口唇部は尖り気味に納まり内側に弱い稜が生じる。外面のロクロ目は大変弱く、内

面についてはほとんど認められない。外面の口縁部から体部中間にかけて油煙が付着している

ので、灯明皿として使用されていた可能性がある。胎土はそれほど密な様子ではなくやや組と



いう感じである。焼成については普通で色調は淡灰色を呈する。永田・不入窯の製品と考えら

れる(図版14-1)0 2はいわゆるロクロ未使用の土師器杯で体部には粘土紐の接合痕が残され

ている。底部は全面手もちへラケズリであると考えられ、やや曲面となる。体部は直線的に立

ち上がり口唇部は丸く終わる。体部外面はへラケズリを施した後軽いミガキを加えて仕上げ、

口縁部及び内面はヨコナデを行なっている。色調は外内面とも黒色で、特に内面は真黒である。

内面の色調について、それが黒色処理によるものかは不明である。胎土は密な状態を呈し焼成

は良好である。復元口径13.4cm、器高4.2cm、底径8.8cmとなる(図版14-2)0 3は聾の口縁部

破片である。口縁部は頚部からゆるやかに外反する。口縁部直下からの縦方向へのへラケズリ

が認められる。胎土にスコリアを含む(図版14-3)。

SIー 002号跡(第 6"-'8図、図版4・14)

遺構本跡はS1 -001号跡から南へ40mのV-C7グリッドに位置する。好運だったともいえ

るのだろうか、それとも単に惜しまれる状態なのだろうか、住居跡の中央がそっくり調査範囲

の中に収まってしまった。遺存は良好でカマドを北壁に設け、主軸方向はほぽ磁北を向いてい

る。検出面からの壁高は北壁約40cm、南壁で約30cmを測る。北壁は約81'で立ち上がり、南壁は

それよりもゆるやかに傾斜し約700の角度で立ち上がる。検出できた壁下には、北壁のカマド構

築部を除いて壁溝が掘られる。幅は25cm前後で深さは 5cmから16cmと一様でなく、北壁下に比

較し南壁の壁溝の方が深い。また南壁は蛇行するような形で直線的ではない。北壁と南壁の上

端を測ると4.20mあるので、おそらく東一西の長さも同じような規模になると考えられる。床

面は貼床によって構築される。堅い面をよく残しているが東側では多少平坦さがくずれている。

ピットは住居跡内で5ケ所に検出した。 P1，，-， P4は柱穴である。 P1・P2・P3で柱痕跡が確認さ

れた。それを基に柱間間隔を測定すると、 P1-P2，P2-P3、P3-P4、P4-P1とも約 2m

である。柱穴の掘り方は不整円形で、床面からの深さは P158cm、P263叩、 P360cm、P461叩で

ある。 PSは南壁側へ向かつて傾斜し、いわゆる梯子ピットと考えられる。深さは39仰を測る。

P6，，-， PSは遺構の外で見つかったピットである。このピットと南壁の中間には壁と平行する浅い

溝も検出されており、両方とも住居跡と何らかの関係を有すると考えられる。溝の幅は20cm前

後で深さは 7"-'9 cmである。ピットはれ、 PSが深さ18cmで、 P7が径50cm、深さ22叩を測る。

この溝とピットが位置からして入口に伴う施設であったとする仮定はたてられでも、具体的に

は決定的な根拠を欠き不明である。カマドは北壁に構築されており、両袖と天井部の一部が遺

存する。構築材は山砂と粘土を主たる材料とする。焚口の幅は40cmで火袋部でもそう大きな変

化はない。また両袖は、山砂と小ロームプロックを混ぜた土を下に貼ってその上に構築してい

る。煙道部は壁から80cm掘り込んで作られ、段状に傾斜しながら立ち上がる。

遺物 出土遺物数は158点である。内訳は土器片154点、醸3点、不明鉄製品の小破片 1点とな

-11-
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c_ー一 一一-c'

茸

d69.30m 
一一 一-d'

」三2ニ電「イ2一一二二

三ミ4 '::'11 1~二=
一一二三三=1 'j: 4'二

童三

1111 

~IIIIIIII 

ー‘. 

④ 

¥@ 

g
・8
5

1
1
1
1
1
1
幽

2m 
(1/60) 

土層説明 c一一c'、d一一d'，e--e' 

1，黒色土層 (柱痕跡と考えられローム粒を

僅かに含む。)

(ローム粒を含み全体にややし

まりをもつ。)

(ローム粒を多量に含み全体に

ややしまりをもっ。)

(ローム粒を含む。)

( 4層より多くのローム粒を含

む。)

2，黒色土層

3，褐色土層

4，暗褐色土層

4'，暗褐色土層

土層鋭明 a--a' 

1.暗褐色土層 (黒色土に小ロームプロックと

焼土粒を含み、しまりをもっ。)

(山砂、焼土を全体中に約2割

合み、ややしまりをもっ。)

(小ロームプロック、焼土粒、

山砂を僅かずつ含む。)

(ローム粒を主とし、小ローム

プロック、焼土粒を含む。)

2，暗褐色土層

3，暗褐色土層

4，暗褐色土層

S 1 -002号跡実測図第 6図

口縁部が僅かに外側に開1は須恵器の杯である。安定した底部から体部は直線的に聞き、る。

口唇部は丸く納まる。底部の切り離しは、その口縁部は体部に比べ器厚が薄く、く形となる。

痕跡が不鮮明ではっきりしない。切り離しの後は一方向の手もちへラケズリが加えられる。体

部下端にも調整が施されていた可能性があるが、器面が荒れているため不明である。胎土には

雲母、石英、長石が多く混和されている。焼成はやや不良で色調は淡灰色を呈する。 口径14.0

2は破片で口縁部はゆる2~4 は聾である。

- 12-

cm、器高4.0cm、底径8.4cmを測る.(図版14-4)。



やかに外反する。 3はカマド内から出土したものである。長胴を呈し、底部がかなりすぼまる

形になると考えられる。胴部最大径をかなり上部に置き、口縁部は外反する。 胴部外面は縦方

向のへラケズリで整えられ、内面は横方向を主とするへラケナデを行なっている。口縁部は外

内面ともヨコナデである。胎土には小石やスコリアが目立ち焼成は普通である。色調は暗褐色

ω 

カマド土層説明

1.褐色土層 (天井部の流出によると思われる山

6少を主とする。)

2.暗褐色土層 (黒色土中に約3割の山砂を含む。)

3.褐色土層 (山砂を主とする。)

4.褐色土層 (山砂を多く含む。)

5.暗褐色土層 (山砂、小ロームプロックを含む。)

6.暗褐色土層 (山砂、小ロ ムプロックをやや多

く含む。)

7.黒褐色土層 (黒色七中に僅かに山砂を含む。)

8.黒褐色土層 (焼土を僅かに含む。)
ω 

9.黒褐色土層 (山砂、焼上を僅かに含む。)

69.60m 10.黒褐色土層 (焼土をやや多く含む。)

b一一一一一 一一一一一 b'

s
.
8
ヨ

ω 

。
i控え
三三三三三 jオ引

1 m 

(1/40) 

第 7図 S 1 -002号跡カマド実測図

日 ゴ Q ([，

。 10cm 
(1/4) 

第 8図 S 1 -002号跡出土遺物実測図
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を呈する。口径23.0cmて守現存器高23.7cmを測る(図版14-5) 0 4は頚部が明瞭でトなく口縁部も

大きくは聞かない。胴部外面は縦方向のへラケズリで、内面は斜方向のへラナデを施している。

口縁部は外内面ともヨコナデである。胎土に石英の細粒を含み焼成は良好である。色調は黒褐

色を呈する。復元口径は26.5cmになる。(図版14-6)。

S 1.-003号跡(第 9・10図、図版5・14)

遺構 本跡はVI-C0・1グリッドに位置する。住居跡の南東コーナーを中心に三角形状の範

囲を検出した。北東コーナ一部分もかろうじて掛かったので、一辺 6m前後の規模が想定され

る。完掘できた東壁には張りが認められ、南東コーナーは丸味をもっ。おそらく北東コーナー

a一一一一一一

b一一一一一

69.50m 
一一一-b

ソr~，3\ 1 (2 r:::-
3守-wレイ て

二三二41 1 ~_ι 二

土層説明 a--a' 

。P

1.暗褐色土層 (I]J砂を主とする。)

。

2.暗褐色土層 (山砂、焼土、ローム粒を僅か

ずつ含みしまりをもっ。)

3.褐色土層 (ローム粒を主とし、しまりを

もつ。)

4.暗褐色土層 (目占床部分で、小ロームプロッ

タ山砂等が混ざり固い。)

⑨ 

70.50m 
一一ー一一-3

4 

」ー一一一一一一一二一三三三士ーで二立三士三一二二二二二一一士 一 ミ士二ーて二

二二ご二二二二二二二τ二ごて二二 二4二二二二二二二二二一 ーー 一一

1.表土撹百L層 (道のため固くしまり、石、ロ

11.暗褐色土層

2m 
ニニニゴ (1/60)

ーム、砂を含む)

土層説明 b一一b'

1.黒色土層 (柱痕跡と考えられ焼土、ロー

ム粒を僅かに含む。)

2.黒褐色土層 (小ロームプロックを含み、や

やしまりをもっ。)

3.掲色土層 (小ロームプロックを主として

ややしまりをもっ。)

4.黒褐色土層 (小ロームプロックを若干含み

ややしまりをもっ。)

5. B音褐色土層 (小ロームブロックとローム粒

を多く含みややしまりをもつ。)

第 9図 S 1 -003号跡実測図
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第10図 S I -003号跡出土遺物実測図

も丸味をもつものと考えられる。東壁の方向はN-190-Wである。検出面から床面までの深さ

は、良く残っている南壁側でも 15cmである。土層断面の観察によれば、もう少し上層で検出で

きたかもしれないが、平面的にはIII層上面まで下げなければ確認することが困難でトあった。検

出した壁下には壁溝がめぐっている。東壁の一部では幅は10cmと大変狭く 、南壁で約25cmの幅

となる。深さは 6~10cmである。床面は厚いところで"10cmの貼床を施して平坦に構築される。

北東のコーナー近辺でやや軟弱なところが認められる。貼床を剥がしてみたところ壁寄りが幅

の広い溝を掘ったように窪み、中央がそれよりも高まりを見せていた。 P1は柱穴と考えられる。

半裁して士層を観察したところ柱痕跡を確認することができた。掘り方の平面形は不整楕円形

で長径98cm、短径82cmを測り、床面から94cmの深さに穿たれている。このP1のほかにはカマド

や貯蔵穴のような附属施設は発見されていない。

遺物 出土遺物総数は118点である。内訳は土器片114点、醸 4点である。 1は丸底の杯である。

体部上半はあまり内管せず、外に聞くように立ち上がる。外面はへラケズリ後ナデを施し内面

はミガキで仕上げている。胎土に砂を含むが密な状態を呈し焼成は普通である。色調は暗褐色。

復元口径は13.8cmとなる。 2は安定した平底で、体部は直線的に聞きながら立ち上がる。調整

は体部外面の下半は手もちへラケズリであるが、内面は不鮮明で、ある。焼成は不良で色調は明

F
h
d
 



赤褐色である。復元口径14.2cmを測り、以下器高2.9cm、底径9.2cmとなる。 3は内面にいわゆ

る斜格子状暗文が施された杯の破片である。外面の調整及び内面の暗文は器面が磨滅している

ためはっきりしなし当。色調は茶褐色(図版14一 7)0 4は最大径を上半部に置く長胴の聾である。

口縁部は外反して聞き口唇部は丸味をもっ。胴部外面はへラケズリが施され、内面は丁寧なへ

ラナデである。胎土には目立つ混和物は含まれず焼成は普通である。復元口径は24.5cmである。

5は口縁部が急激に折れ曲がるように外反する聾である。口縁部は外内面ともヨコナデで、胴

部外面は縦方向にへラケズリをしている。内面は横方向のへラナデである。胎土にスコリアを

含み焼成は普通。復元口径25.0cmo 6 ~ 8は須恵器の聾の破片である。いずれも外面にタタキ

目が残される。 6の焼成がやや不良であるが、 7・8は胎土が撤密で、焼成も堅織となってい

る(8は図版14-8)。

SI一004号跡(第11図、図版 5) 

遺構本跡はIV-C2グリッドに位置する。住居跡の北西コーナ一部分を調査できたにとどま

る。多くは調査区域外へ広がる。北西コーナーは僅かに丸味を有し、西壁はN-140- Wの方向

を向く。規模については不明。検出面から床面までは大変浅く 10cm弱しかない。壁溝はコーナ

一部分を除いて検出された。幅は 10~13cmで、深さは 7 cm程度である。溝中にピットは検出さ

れなし当。床面は全体に約10cmの貼床を施し平坦に構築される。ただ検出した部分のみではそれ

十④

さ・
N
E
B

i
l
l
i
-
-
ω
 十

土層説明

I.表土撹乱層 (ロ ム粒・木質を含む。)

II.暗褐色土層 (i斬移層)

If.暗褐色土層 (II層よりやや明るい。)

1.黒褐色土層 (焼土・ローム粒を少量含

む。)

2.暗褐色土層 (ローム粒を多く含みしま

りが~~，、。)

。 10cm 
(1/4) 

.. 

2m 
(1/60) 

第11図 S 1 -004号跡・出土遺物実測図

。
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ほど堅い様子はみられない。 Plはおそらく柱穴になるであろう。大部分が調査区域の外である

ため掘り方の一部しか検出できなかった。

遺物 出土遺物は土器片が 6点出土したにすぎない。いずれも小破片で、かろうじて図示でき

たのが 1の須恵器蓋である。口縁部内側にかえりはなく端部は下に折り曲げられている。天井

部は回転へラケズリで調整される。胎土には長石の様な白色微細粒を含み焼成は普通となって

いる。色調は灰色を呈する。復元口径16.0cmを測る。

SIー 005号跡(第12・13図、図版5・14・15)

遺構 本跡はVI-B5・6・7グリッドに位置する。住居跡の中央部を南一北に縦断するよう

な形で検出されたものである。 SD-001号跡と重複関係にあり、 SD-OOl号跡が本跡の床面

を切っているので新・旧関係は明らかである。遺構は北壁と南壁の一部とカマドの約半分が調

査できた。北壁と南壁の聞は9.30mを測るので、割と大型の住居跡であることは推測されるが、

全体については不明である。検出面から床面までは35cmを測る。北壁のカマド東側と南壁下に

は壁溝が認められ、南壁の壁溝中には 3ケ所に小ピットが発見されている。この小ピットは円

形に穿たれ、一番西に検出されたものが深さ20cmで、他の 2個は 5cmである。南壁の立ち上が

り傾斜角度は約750である。床面は貼床によって平坦に構築されて、カマドの南側では堅い状態

を良く残している。また中央部は壁際より僅かに低くなっている傾向がある。床面上で確認し

たピットは P1の 1カ所である。このピットはカマドの反対側で南側から1l0cm内側に位置する。

掘り方の平面形は不整形で長径120cmを測る。南壁で一度段を設けて底面に至り、底面には径10

cm、高さ10cmにロームを突き固めた部分がある。これは柱の沈下を抑えるための工夫であると

考えられる。普通この P1の位置には入口に伴う梯子ピットが置かれることが多いが、真直に掘

られていることなどを考えると柱穴とするのが妥当であろう。カマドは半分検出したにとどま

る。天井部は崩落し右袖の遺存も不良である。煙道部は壁から約80cm掘り込まれ、約30。という

ゆるやかな角度で立ち上がる。火床部は長径90cm、短径約65cmの楕円形に形成され厚さ 10cm弱

の焼土が検出された。

遺物 出土遺物数ほ1.150点ですべてが土器片である。図示した遺物の中には SD-001号跡か

ら出土した土器片と接合したものもあり本跡の遺物は大なり小なり原位置を失って出土してい

ると考えられる。 1~3 は土師器の杯である。 l は体部下端がやや張り出し、体部は直線的に

開く。外面の調整は不鮮明で内面は黒色処理が施される。復元口径13.8cmo 2は丸底を呈し体

部と口縁部との境に弱い稜を形作る。口唇部は直立して丸く納まる。体部外面はへラケズリ後

ナデを加え、内面は全面にナデ調整である。焼成はやや不良でト暗褐色を呈する。復元口径14.6

cmo 3は丸底で体部も僅かに内管しながら立ち上がる。体部外面にはへラケズリが施され、内

面はミガキで調整した上に放射状に暗文風のミガキが加えられる。口縁部外面はヨコナデであ
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13 

第13図 S 1 -005号跡出土遺物実測図

る。胎土にはスコリアの含有が多く認められ、焼成はやや不良。色調は外内面とも暗褐色であ

る。復元口径14.6cmo 4 "" 7は須恵器の高台付杯である。 4は底部の中央部が高台より突出し

不安定である。杯底部は回転へラケズリが行なわれている。胎土は密で焼成も悪くない。色調

は灰色。底径は9.6cm。この杯の底面には墨書が残されている。「口里長」と三文字が認められ

るが、ちょうど割れて二つに分かれた位置に書かれているため一字めは不明である(図版14-

9)0 5も底部が高台より突出する。胎土には長石の微細粒が認められ焼成は普通である。復元

底径9.4cmを測る(図版14-10)0 6は高台が「ノ、」の字形に外側に聞き、杯部は底部下端から

傾斜しながら立ち上がる。胎土には混和物が目立たず、焼成に普通となっている。復元底径9.8

cmを測る(図版15-1)0 7の杯部底部はゆるやかに湾曲し底面は回転へラケズリが施されてい

る。復元底径10.6cmo 8""10は蓋である。いずれも天井部には扇平な擬宝珠形のつまみが付け

られる。 8は3点の中で最も堅微に焼かれており、天井部外面全体には自然柚が掛かっている。

- 19-



断面及び内面の色調は青灰色を呈する(図版15-2、9は図版15-3)011は高杯である。杯部

は内襲撃する様子がみられ、脚部は直線的に聞きながら下降する(図版15-4)012は須恵器の聾

の口縁部で内側に自然柚が掛かる。胎土は轍密で焼成は良好。復元口径27.6cmを測る。 13~17

は聾で口操部の形態は、大きく外反するものと、直立気味に立ち上がるものとが存在する。 13

は胴部上半に張りを有し頚部で絞られ、口縁部はゆるやかに外反する。口唇部の内側には弱い

稜が走る。外面の調整痕は器面が荒れているため明確ではないが、へラケズリが施されたもの

とみなされる。内面は口縁部が横方向のナデで、胴部がへラナデである。胎土は砂質で焼成も

甘い。色調は外面が暗褐色で内面が褐色である。復元口径22.6cm(図版15-5)。

S 1-006号跡(第14図、図版5・15)

遺構 本跡はVI-B9、VII-B0グリッドを主に位置する。 S1 -005号跡同様住居跡の中央部

を南 北に縦断するような形で検出された。遺存は不良で、検出面から床面まで、に10cm程度の

覆土しか堆積していない。壁溝の存在によって規模がつかめるとし寸状況である。南・北の壁

とカマドの所在は判明したので、そこから主軸の方向を測定すると N-25'-Wとなる。北壁か

ら南壁までは7.6mである。壁溝は北壁のカマド構築部以外で検出されている。幅は北壁で20cm

を測り、南壁で20~25cmである。深さはどちらとも 5 cm前後で、溝中に楕円形の小ピットが北

側で 1ケ所、円形のものが南壁で検出されている。床面は貼床によって構築される。場所によ

っては貼床の厚さが異なり平坦さを欠いているが、全体に堅い様子をとどめている。ピッ卜は

2ケ所に検出された。 Plの掘り方は径90cm、深さ74cmに穿たれる。 P2は揖乱が伴うため掘り方

の平面形は明らかにできない。床面からの深さは84cmである。 P1・P2とも柱穴と考えられる。

カマドは右袖と思われる山砂が残るだけで、火床部や煙道部は撹乱によって破壊されている。

詳細については明らかにし得ない。このカマドの東側と南側際には焼土が検出されている。炭

化材は認められないので、この焼土が即火災によるものとは決められないが、一応火災住居と

いう可能性も残される。

遺物遺物は721)点出土している。内訳は土器片583点、石器 1点、自然小磯136点、鉄器小破片

1点である。土器片は小片が主で、醸についてはその性格は不明である。 lは丸底を呈する杯

である。口縁部は外に開くように終わる。体部外面はへラケズリ、内面は全体にナデを行ない、

口縁部の外面にはヨコナデが施される。胎土は砂質で焼成は普通。復元口径14.2倒。 2は鉢で

ある。底部は明らかでなく、体部は直線的に聞きながら立ち上がる。口縁部との境には弱い稜

が生じ、そこから僅かに外反して口唇部は丸味をもっ。体部外面はへラケズリ後ナデを施し、

内面はヨコナデ後にミガキを加えている。口縁部の外面はヨコナデである。胎土は砂質で焼成

は普通。色調は明褐色を呈する。復元口径15.2cmo 3は須恵器の蓋である。天井部は回転へラ

ケズリで平坦にされ、あまり高くならないつまみが付く。端部は急激に下に折り曲げられる。
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胎土は密で混和物も認められないが、焼成は不良でやわらかな感じを受ける。色調は外面が晴

灰色で内面は淡灰色になっている。復元口径17.0cm、器高3.6cm(図版15-6)0 4は須恵器の

聾の口縁部である。中位に突帯がめぐる。焼成不良で色調は黒灰色を呈する。 5・6は聾口縁

部の破片である。 5は急激に外反し、 6はゆるやかに聞きながら立ち上がる。 7は底部で外面

の調整は下部で斜方向を主とするへラケズリで、その上は縦位のへラケズリが施される。内面

はヘラナデである。胎士に多くの砂が含まれる。底径5.8cm(図版15-7)。

S 1-007号跡(第15図上、図版6)

遺構 本跡はV[[-C5グリッドに位置する。円形か楕円形を呈する住居跡の一部分が検出され

たにすぎず、大部分は調査区の外側へ広がっている。検出した壁は弧を描き、検出面から、床

面まで約10cmと浅い。壁下に壁溝は検出されず、壁はゆるやかに立ち上がり方を示す。住居跡

の端なので全体の規模については復元できなし〉。床面は堅く、大きな凹凸は認められない。ピ

ットは壁に接して 3ケ所に検出された。いず、れも円形の小ピットで床面からの深さは P120cm、

P210cm、P316cmである。柱穴とはならないで、あろう。 P1の東側と P3の南東側には炭化材が出

土しており火災に遭った可能性を示している。

遺物 炭化材が出土したほかは人工遺物及び醸などは 1点も出土しなかった。明確な時期は不

詳であるが、形態や S1 -008号跡の存在などから ξえると弥生時代の所産となる可能性が高い。

S 1-008号跡(第15図下、図版6・19)

遺構 本跡はVII-B 6グリッドに位置し、北東に S1 -007号跡が近接する。大半が調査区域の

外へ広がるため規模は不明確である。形態については検出部分から推測して円形ないし楕円形

を呈するものと思われる。検出面から床面までは10cmである。土層断面の観察によればもう少

し上層で確認できたのかもしれない。検出された壁下には壁溝は掘られてなく、壁はやや傾斜

して立ち上がる。床面は比較的しっかりしており容易に検出することが可能であった。ピット

は2ケ所に検出した。 Plは径20cmの円形の掘り込みを有し、下端でかなりすぼまって深さは40

cmある。 P2は壁寄りで見つかり深さは16cmでP1と比較し浅い。この P1とP2については全体の

中で位置がはっきりしないので柱穴と断定はできない。ピット以外には炉などの施設は検出さ

れなかったが、北側の壁寄りで径25cmの範囲に焼土の堆積が確認された。

遺物 出土遺物数は、土器片が 7点と大変少なし'0 1 ~ 5は土器片である(図版19-1 ) 0 1は

査の口縁部で折り返し口縁となっている。外内面とも丁寧なミガキによって調整される。 2は

壷の頚部で口縁部側には赤彩が施され、肩部にかけては結節文と RLを原体とする細かい縄文

が施文されている。 3~5 は窒である。外面の調整は 3 がナデで 4 ・ 5 にはハケ目の調整痕が

残されている。焼成は概して良好である。
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土層鋭明

I.表土撹乱層

1.黒褐色土層 (ローム粒を少量含みややしま
5.黄褐色土層 (山砂を主として全体にしまり

をもっ。)

6.暗褐色土層 (ローム粒を含みやわらかい。)

7.暗褐色土層 (焼土が混ざり全体にやわらか

8.褐色土層 (小ロームブロッ夕、ローム粒

を主としやわらかい。)

りをもっ。)

2.黒褐色土層 (小ロームプロックを含みやや

しまりをもつ。)

3.暗褐色土層 (ローム粒、小ロームプロッ夕、

山砂、炭化物片を含む。)

4.暗褐色土層 (山砂を多量に含み、焼土が若

干混入する。しまりをもっ。)

第16図 S 1 -009号跡実測図
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S 1-009号跡(第16.......19図、図版7・15・16)

遺構本跡はVII-B7・8、C7・8グリッドに位置する。 S1 -010号跡と重複関係にあり、

S 1 -010号跡は本跡によって切られている。住居跡は北西と南東のコーナー部分が明らかにな

り、カマドも全掘できたので全体の 3分の 2は調査し得たものと思われる。検出範囲からこの

住居の規模を復元すると、一辺は約 4m前後になると考えられる。また、北西コーナーに丸味

があるのでおそらく隅丸方形の平面形を有するものとみられる。主軸方向はN-31"-Eで東に

偏している。検出面からの壁高は一部を除き 15""'"18cmである。カマド構築部分と南壁の西側以

外では壁下に壁溝が検出された。壁溝の幅は10.......20cmでかなりのばらつきがあり、深さは10佃

程のところが多い。北西のコーナーから北壁と西壁にかけては溝底中に小ピットが発見されて

いる。径は小さいもので8cm、大きくとも15cmで深さは 5cmである。床面は貼床によって構築

される。カマドの南側及び住居中央部では良く踏み固められているが、壁際ではやや軟弱な様

子が認められる。ピットは 6ケ所に検出された。 Pl.......P4は住穴と考えられるが、 P2とP3の位

置はかなり南壁に寄ったところに穿たれている。 4本柱を有する他の住居跡と比較すれば通常

を逸脱するような配置である。各柱穴が不整形となっているのも特色である。それぞれの床面

カマド土層脱明
1.黒色土層 (山砂、焼士、炭化物が混ざる。)

2.暗褐色土層 (山砂と黒色土が混ざる。)

3.黄褐色土層 (山砂と粘土を主とする。)

3' 黄褐色土層 ( 3層に黒色土が僅かに混ざる。)

4.暗褐色土層 (山砂、焼土、黒色土が混ざる。)

5.燈褐色土層 (焼上を主とした山砂が混ざる。)

6.暗褐色土層 (llJ砂と粘土の中に焼土を含む。)

7.黒褐色土層 (黒色上に山砂、焼土が混ざる。)

8.黒褐色土層 (黒色土を山砂を主とする。)

9.暗褐色土層 (黒色土と山砂が混ざり焼土を含む。)

10.燈縄色土層 (山砂と焼土が混ざる。)

11.燈褐色士層 (焼士、山砂と黒色土が少量混ざる。)

12. B音褐色土層 (山砂と黒色土を主とし焼土を含む。)

13.燈褐色土層 (焼土と山砂を主とする。)

14.黒褐色土層 (黒色土と山砂プロックが混ざる。)

15.暗掲色土層 (山砂とロームを主とする。)

16.黒褐色土層 (袖の下部構築材で粘土と黒色土が混

ざる。)
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。

F
H
u
 

n
L
 



からの深さを示せばP166cm、P251cm、P347cm、P465cm となっている。 P 3 • P 4には掘り替え

が行なわれた様な形跡を認める。柱聞は P1-P2245cm、P2- P3177cm、P3-P 4225cm、P4-

Pl159cmとかなり不揃いである。ピットは柱穴のほかに PSとP6がP2とP3の中間に検出されて

いる。 PSは長径65cm、短径50cmの楕円形で深さ38cmoP6は住居跡の内側に向いて傾斜し、オー

ノfーハングしている。 PSは入口に伴う梯子ピットで、 P6は貯蔵穴か特別の施設になろうか。カ

マドは北壁に構築されている。両袖は「ハ」の字形に開いて検出できたものの天井部はすでに

崩落して遺存しない。焚口の幅は50cmを測る。煙道部は壁から65cmまで先に掘られ、煙出し部

分の直下はピット状になる。以上のような住居跡の構造とは別に焼土と山砂が広範囲に検出さ

れた。この事実は本跡が火災住居の可能性が高いということを物語るものである。

遺物 出土遺物数は306点である。内訳は土器片283点、土製品 1点、石器 1点、砥石 1点、醸

20点である。このうちの石器 l点とは第49図3に示した石斧である。おそらく本跡には伴わな

いと考えられる。 lは須恵器の杯である。深めな作りでいわゆる箱型に近い。体部のロクロ目

は割に強く口唇部は若干肥厚する。底部の切り離し痕はその後の回転へラケズリで全く消され

る。体部下端も底部同様回転へラケズリが行なわれる。胎土はスコリアが目立ちやや粗な状態

を示す。焼成は甘い。色調は全体に灰褐色を呈し、灰色というよりか褐色に近い。復元口径12.4

cm、器高4.5cm、底径7.6cmを測る。(図版15-8)0 2はロクロ未使用の土師器杯である。体部

は聞きながら直線的に立ち上がり外面はへラケズリを施す。内面はヨコナデの後軽いミガキを

加える。胎土に砂、スコリアを含み焼成は普通。色調暗褐色。復元口径14.8cmを測る。 3はロ

クロ整形で作られた杯で体部は僅かに内管しながら立ち上がる。胎土は砂質で焼成は普通。暗

褐色を呈す。復元口径13.0cm、器高4.2cm、底径9.2cmである。 4は須恵器か土師器かはっきり

しない寸胴の聾の口縁部である。口唇部は三角形に肥厚し、胴部にはタタキ目が認められる(図

版15-9)0 5 ~ 8は聾である。 5は口縁部が急激に外反する特徴をもっ。胴部調整は外面がへ

ラケズリで内面がへラナデである。口縁部は外内面ともヨコナデである。胎土は砂質、復元径

22.0cm(図版15-10)0 7についても 5と同様である。 6は胴上半に張りをもち口縁部は外反し

て聞く。胎土にスコリアを含み焼成は不良で器面が磨滅する。色調暗黄褐色。復元口径19.5cm

(図版16-1)0 8は丸い胴部から口縁部は直立気味に立ち上がる。胎土は砂質で焼成は普通。

色調暗褐色。復元口径12.8cm(図版16-2)0 9は須恵器の聾の胴部破片でタタキ目が加えられ

ている。 10は広口短頚査である。胴部上半に張りをもち口縁部は短く立ち上がり、口唇部は平

坦になる。胎土は密だが長石の微細粒を認める。焼成は良好。色調は暗灰色を呈す。永田・不

入窯の製品である。復元口径19.6cm、器高12.3cm、底径9.2cm(図版16-3)011は甑の底部で

ある。須恵器か土師器かはっきりとしない焼成である(図版16-4) 0 12は土製支脚の上半部で

13は砥石である。砥石の石材は砂岩で各面ともかなり使用された跡を残す。使用された 4面の

うち相対する 2面は凹状となり、もう 2面は平坦になっている(図版16-5)。
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第19図 S 1 -009号跡出土遺物実測図②

S 1-010号跡(第20図、図版 7・19)

遺構 本跡はVII-C8グリッドに位置する。 S1 -009号跡と重複し、本跡の方が古いことは土

層断面の観察、床面の消失から明らかになっている。遺構は弧を描く壁の一部を検出したにと

どまる。大部分が調査範囲の外側へ広がる。したがって規模及び平面形態は明らかでない。検

出面から床面までは10cmで、壁下に壁溝は確認されていない。また壁は傾斜して立ち上がる。

床面は堅轍である。ピットは 2ケ所に検出された。深さは P1が63cmで、P2は32cmを測る。住居跡

の外側P3が検出されているが、遺構に伴うものか否かについては断定できない。 P1は柱穴にな

るかもしれない。そのほか炉などの施設は検出されなかった。本跡からは多量の炭化材が床面

から検出されている。火災を受けたことを示すものである。

遺物 出土遺物数は土器片が 5点である。図示した遺物がすべてであるが、北側で出土したも

のは S1 -009号跡として注記を行なっている。 1は折り返し口縁を呈する壷の口縁部である。

特に文様は施されない。 2は査の上半部で結節文の聞に LRを原体とする細かな縄文が施され

ている。文様施文部分以外ではミガキの上に赤彩を行なっている。 3は文様は認められないも

のの赤彩が施されている。 4・5は聾の破片である。 2点とも胴部と頚部との境で、接合部の

28-
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トロ ム粒が混ざる。)

2.暗褐色土層 (黒色土中に 1層より多く

のソフトローム粒が混ざり
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。
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(炭化材検出状況)

¥
2
 o 5cm 
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第20図 S 1 -010号跡実測図、出土土器拓影図

上に連続した刻み目が加えられている。焼成は概ね普通である(図版19-2)。

S 1-011号跡 (第21図)

遺構 本跡はVIII-B4グリッドに位置する。円形周溝の一部と思われる SD-003号跡と重複関

係にあり、本跡は SD-003号跡に完全に切られている。検出したのは遺構の極一部分でしかな

い。壁は弧を呈するがはたしていかなる形態であるかということは不明である。検出面から床

面までは大変浅く 10cmしかなしユ。壁は傾斜しながら立ち上がり、その壁下に壁溝は存在しない。

床面は堅い様子が認められるが平坦さを欠いている。ピットは 1ケ所も検出されなかった。

遺物 本跡からは 1点の遺物も出土しなかった。したがって時期については不詳である。
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第21図 S 1 -011号跡実測図

土層説明

I.表土侵乱層

11.日音掲色土層

1. 

(S 0-003号跡覆土。

S 0-003号跡で説明。)
4. 

5.暗渇色土層 (黒色土とローム粒が同じ

ように混ざりやわらかい。)

6.掲色土層 (ローム粒を多量に含み全

f本にやわらかい。)

SIー 012号跡(第22・23図、図版8・16)

遺構 本跡はIX-C2・3グリッドを主に位置する。方形周溝状遺構の南溝と考えられる SD

-006号跡と重複関係にありこれに切られている。検出したのは住居跡の西側部分で、ちょうど

南 北に縦断する形で調査された。検出した壁は北壁のみで南壁はSD-006号跡によって完全

に消失している。北壁の方向から考えれば主軸方向はほぼ磁北を向くものと思われる。また柱

穴の位置から復元すると一辺8.7m前後の規模を有するものとみられる。検出した北壁の壁高は

約30cmで66ロの傾斜で立ち上がり、壁下には幅10cm、深さ 5cmの壁溝が存在する。床面は貼床に

よって構築される。遺構中央部では10cmの厚さに貼床され壁寄りでやや厚めとなる。全体に平

坦で堅くなるところを多く認める。この床面を剥しミだ状況が第23図である。西側から 6条の溝

が中に向いて伸びている。これはおそらく間仕切りの溝として考えられるものである。また検

出範囲の東側では円形の小ピッ卜が14ケ所に発見された。性格は判然としない。ただ本跡の周

辺から加曽利B式土器の破片が出土していることと、ピットの配置が弧を描くことを考えると、

縄文時代後期の竪穴住居跡の柱穴ととらえられないこともなしミ。さて再び第22図に戻り、本跡

に伴う柱穴は p，と P2の2ケ所に検出されている。 2ケ所とも掘り方の平面形は略円形を呈し、

その直径は P，1l5cm、P2118cmとかなり大きなものである。床面からの深さは P，llOcm、P295

cmを測る。この柱穴で特徴的なのは柱穴の底に作られた据え方である。一度掘り方が完掘し終

った後、中央にロームを突き堅めて作っている。柱穴をこの上に置いて沈下を抑えたと考えら

れる。こうした規模と、柱痕跡からかなりの柱材が使用されていたことが想像される。ピット

はこのほかには検出されていない。カマドは検出部分より東側の北壁に構築されていると思わ

-30-
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第22図 S 1 -012号跡実測図
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8.・黒褐色土層 (黒色土中に焼土粒、ローム粒を僅かに含み全体にしまりをもっ。)

9.黒褐色土層 (焼土粒、ローム粒をやや多く含みしまりをもっ。)

10. 黒褐色土層 (ローム粒を僅かに含みしまりをもっ。)

11.暗褐色土層 (カマドの構築材が流出したものと考えられ、山砂を大変多く含む。)

12.黒色土層 (焼土粒、山砂を僅かに含み、ややしまりをもっ。)

13. 黄褐色土層 (山砂を主としかなりのしまりをもっ。)

14.黒褐色土層 (山砂を含みしまりをもっ。)

15. 褐色土層 (貼床部分でロームを主に黒色土などiが混ざり固くしまりをもっ。)

土層説明 b-b' 土層説明 c--c' 

1. 黒色土層 (炭化粒、焼土粒を含む。)

2.褐色土層 (ローム粒、小ロームプロック

をやや多く含む。)

3.黒褐色土層 (ローム粒、小ロームプロック

を含むが 2層より少ない。)

4.黒褐色土層 (ローム粒、小ロームブロック

を僅かに含む。)

5.黒褐色土層 (ローム粒を僅かに含む。)

6. 褐 色土層 (ローム粒を主とする。)

7.暗褐色土層 (小ロームプロックを僅かに含

む。)

8.暗褐色土層 ( 7層よりやや多¥>lJ、ロームブ

ロックを含む。)

9.褐色土層 (ローム粒を主とする。)

10.暗褐色土層 (ローム粒をやや多く含む。)

11.暗褐色土層 (ローム粒を僅かに含む。)

12.褐色土層 (ロームを突き固める。)

1.黒色土層 (ローム粒を僅かに含みやわら

か¥'0) 

2.暗褐色土層 (細粒の土を主としやわらかい。)

3.暗褐色土層 (ローム粒、小ロームプロック

をやや多く含む。)

4.黒褐色土層 (ロ ム粒を僅かに含みやわら

かく、ボソボソとする。)

5.暗褐色土層 (ローム粒、小ロームブロック

を含みやわらかい。)

6.暗褐色土層 (ローム粒、小ロームプロック

を僅かに含みやわらかい。)

7.褐色土層 (ロームを突き固める。)

れる。 Plの東にかなりの山砂が検出されているが、これはカマドから流出したものであろう。

焼土と炭化材がP1の北西で検出されている。火災によるものか人為的所産なのか、狭い検出範

囲からは明らかでない。

遺物 出土遺物数は481点ですべて土器片である。覆土中から出土した小破片が多く完形では出

土していない。 1~5 は土師器の杯である。 1 ・ 2 は体部と口縁部との境に稜を認める丸底の

ものである。 1は割と強く稜が作られ、口縁部は短く外反する。体部外面はへラケズリ後ナデ

で、内面は全体に丁寧なナデが施される。復元口径1L8cm。色調は茶褐色を示す。 2は稜が弱

く口縁部は直立する。外面調整は 1と同じで、内面はヨコナデ後ミガキを行なう。胎土は砂質

で焼成も悪いため器面は荒れている。復元口径17.5cm。暗黄褐色の色調を示す。 3は半球状の

体部を有する。外面はミガキ、そして内面はナデの後に赤彩を施す。胎土には目立つてスコリ

アが含まれる。焼成はやや不良である。複元1LOcmo 4は体部が内管しながら立ち上がる。丸

底になるか平底をもつか不明だがおそらくは平底と考えられる。調整は外内面ミガキである。

胎土は砂質で焼成は普通。復元口径12.8cm。色調暗褐色。 5は底部が作られ体部は内轡しなが

ら立ち上がる。体部外面の調整はへラケズリの後に軽いミガキで、内面は丁寧なナデである。

また内面はナデの上に大変細くしかも密に放射状の暗文を施して仕上げている。胎土にはスコ

- 32-



。

。。
@ο

⑦@  

。 2m 
(1/60) 

百

1
1
1
1
1
1

5
8
.
c
h
 

ぞ~ 71 
I11 

仁 》

ヤ「ノ

。 10cm 
(1/4) 

第23図 S 1 -012号跡掘り方・出土遺物実測図

リアが僅かに含まれる。焼成は普通でbある。色調は破片によって異なる。復元口径16.2cm、器

高3.7cm、底径7.3cmを測る(図版16-6)0 6は平瓶の口縁部になると考えられる。口縁上端部

は内側に折られるように内傾する。胎土は微密で焼成は普通。断面の色調は淡灰色を呈す。復

元口径8.0cm(図版16-7) 0 7は聾の口縁部破片で外内面ともヨコナデ調整される。
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S 1-013号跡(第24~26図、図版 9 ・ 17)

遺構 本跡はIX-C6・7グリッドを主に位置する。カマドと南東のコーナ一部分が掛かった

ので規模を復元することが可能となった。平面形は南東コーナーに丸味が認められることから

隅丸方形を呈すると考えられ、一辺は6.5cm前後になるものと推測される。主軸方向はN-9'-

Eである。検出面からの壁高は北壁20cm、南壁25cmを測り壁溝が伴う。南壁については壁直下

に溝を認めるが、北壁側は壁の下端より内側に検出されている。深さは北側が5cm程で浅く、

南壁の壁溝は小ピットを伴って深いところでは20cmを測る。南壁溝中の 3ケ所小ピットのうち

中央に位置するものは深さ40cmである。床面は貼床によって構築される。全体に良く踏み込ま

れており平坦な状態を残している。ピットは 2ケ所に検出した。柱穴である。両方とも掘り方

の下に 2ケ所の凹部を有し、掘り替えが行なわれたような形跡を示す。 P1の深さは浅い方が56

cmで深い部分が70cmである。 P2も同様に、 64cmと75cmを測る。柱間間隔は340佃前後となる。カ

マドは両袖のみが遺存し天井は崩壊している。焚口の幅は約40cmで、袖は「ハ」の字形に構築

される。煙道部は壁から60cm掘り込まれ、煙出し部の下には小ピットが穿たれている。袖及び

火床部の下には構築材とは別の土が貼られている。火床は径50cmに浅く窪み、厚さ 5叩に焼土

が堆積する。また袖の左右にピットが検出されているのが特色である。おそらくカマドに附属

するものであろう。本跡の南壁寄りには山砂が点在して検出されているがその性格は明らかで

ない。

遺物 出土遺物数は633点である。内訳は土器片618点、小碓15点となる。 1は丸底で体部と口

縁部との境に張り出す稜を作る杯である。口縁部は稜から直立する。調整は外内面とも最終的

なナデを施して仕上げている。胎土は砂質で焼成不良。色調は外面暗褐色、内面黒色を呈する。

復元口径12.2cmo 2・3は丸底で体部は内轡しながら立ち上がる。 2の調整は外内面ともミガ

キである。胎土にスコリアを含み焼成は普通。色調は明褐色を呈する。復元口径15.4cmである。

3は器面が磨耗して調整痕が不鮮明である。色調は黄褐色。復元口径15.8cmo 4は曲面とはな

るが底部が意識されている。体部は僅かに内管して立ち上がり、口縁部は短く直立して端部を

丸く納める。内側は全体に半球状のきれいな曲面となる。調整は外面体部がへラケズリの後に

軽いミガキを加えている。内面は丁寧にミガキを行ない、その上に繊細な放射状暗文を施す。

胎土にスコリアの含有が認められ焼成は普通である。色調は暗褐色を示す。復元口径11.8cm、

器高4.35cm、底径5.6仰(図版17-1)0 5は大形の杯である。基本的な形態及び調整は 4と同

様であるが口縁部の作りに若干の違いを認める。内面には間隔を置いて放射状の暗文が施され

る。胎土は砂質で焼成はやや不良。色調は暗褐色を呈す。復元口径19.4cm、器高5.9cm、底径8.2

cmを測る(図版17-2)0 6は高杯である。半球状の杯部と、上部で円筒形を呈する脚部とがナ

デによって微妙に接合しているのが特徴的である。杯部の調整は外面がナデで内面はナデの上

に軽いミガキを施している。脚部外面は縦位のへラナデである。胎土に砂、スコリアを含み焼

- 34一
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2.黒褐色土層 (ローム粒、 111砂を僅かに含む。)

3.黒褐色土層 (小ロ ムブロック、ローム粒

を僅かに含む。)

4.暗褐色土層 (ロ ム粒を僅かに含む。)

且

1
1
1
1
1
1

Ec--
に

d-~- 70.60m d' 

二二二二弐3、， L../F二三三

二二二===¥41 12/t:二二二三

5.暗褐色土層 (11J砂、焼士粒を含む。)

6.黒褐色土層 (ローム粒を僅かに含みやわら

か¥'0) 

7.暗褐色土層 (焼士、ローム粒、山砂を僅か

ずつ含みやわらかい。)

8.黒褐色土層 ( 111砂、焼 i:粒を僅かに含む。)

第24図 S 1 -013号跡実測図
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土層説明 c一一一c'

1.黒褐色土層 (柱痕跡と考えられ、ローム粒、

焼i:粒を1華かに含む。)

2.暗褐色土層 (ローム粒を多く含む。)

3.暗褐色土層 (ローム粒をやや多く含む。)

土層鋭明 d-d' 

1.黒色土層 (柱痕跡と考えられ、ローム粒

を僅かに含む。)

2.暗褐色土層 (ローム粒を多く含む。)

3.褐色土層 (ロームを主とししまりをもっ。)

4.褐色土層 (ロームを主としやわらかい。)

.. 

カマド土層説明

1.灰褐色土層 (山砂を主とし天井の崩落

部分と考えられる。)

2.暗褐色土層 (焼土、山砂を霜降り状に

含む。)

己・
c
c
g

3.暗褐色土層 (焼土、山砂を均一的にや

.. .. 
や多く含む。)

b一一一一ー
71.00m 
-一一一b

4.燈褐色土層 (焼土を主とする。)

5.暗褐色土層 (貼った部分で山砂、焼土、

ローム粒が混ざる。)

三雲達金
4 。 1 m 

(1/40) 

第25図 S 1 -013号跡カマド実測図

J ¥  I 7， ~I~ 

で1 ず

第26図 S 1 -013号跡出土遺物実測図
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成はやや不良である。色調は外面黄褐色、内面茶褐色を示す。復元口径14.3cm(図版17-3)。

7は高杯の脚部で 6と比較するとかなりこやつい感じを受ける。 8・9は聾の口縁部破片である。

8の胴部はあまり張りをもたないと考えられ、口縁部はゆるやかに外反する。 9は口唇部が僅

かに肥厚する。胎土にスコリアを認める。

耐

W
L
i
l
l
i
-
-

E
C
∞.ロ 且

引
釦
川
刊
h

ロー

)川ll

11 
2m 
(1/60) 

土層説明

1 .表土撹乱層 4. 黒褐色土層 (ローム粒、小ロームフ'ロック

II.暗褐色士層 を含みやわらか ~'o) 
1.暗褐色土層 (焼土粒、炭化物、ローム粒を 5.暗褐色七層 (ローム粒をやや多く含みやわ

(革かずつ含みやわらか¥>0) らカ通L'0) 

2.黒褐色土層 (黒色土にローム粒を僅かに含 6.晴樹色土層 ( 5層より少なめのローム粒を
みやわらかい。) 合みやわらかい。)

3.異色土層 (ローム粒は目立たずやわらか 7. 8音褐色士層 (ローム粒を主とし全体にやわ

らかL'0) 

第27図 S 1 -014号跡実測図
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S 1-014号跡(第27・28図、図版 9・17・18)

遺構 本跡はX-C4・D4グリッドを主に位置する。方形周溝状遺構と考えられる SD-007 

号跡と重複関係にあり、本跡が切られている。検出したのは東墜と南東コーナー、それと北東

のコーナーの一部である。完掘した東壁の規模は6.55mを測り、その方向はN-25'-Wを指す。

検出面からの壁高は25cmで約80。の傾斜で立ち上がる。壁下には壁溝がめぐる。南壁の一部分を

除き幅は25cm前後で深さは1O~20cmで、ある。床面は貼床によって構築される。全体に平坦で堅

く踏み込まれている。ピットは p，が検出されたのみである。掘り方は円形を呈し、上端で径85

cm、下端で30cmを測る。深さは床面から85cmで、ある。柱穴と考えられる。出土遺物のほとんど

がp，の周辺に集中する。カてドなどそのほかの施設は検出されなかった。

遺物 出土遺物数は428点である。内訳は土器片385点、醸15点、鉄器小片 1点である。 1は須

恵器の杯である。天井部は甲高気味となり、口縁部は長く下に折り曲げられた形となる。胎土

は長石の微細粒を含むが轍密な状態で、焼成も良好である。色調は暗灰色を呈する。復元口径

11.4cmo 2は丸底で体部と口縁部との境に弱い稜を作る杯である。体部外面はへラケズリ後軽

いミガキを施す。内面はナデの上に不規則な暗文を加えて仕上げている。胎土にはスコリアが

認められ、焼成は普通。色調は明褐色を呈する。口径12.2cm、器高2.9cm(図版17-4)0 3は

丸底の杯で、口縁部は体部との境に作られた稜からゆるやかに外反する。外内面とも器面が剥

落しており調整痕は不鮮明。色調黒褐色。口径13.6cm、器高3.7cm(図版17-5)0 4は平底が

作られ、体部は全体に内管しながら立ち上がる杯である。内側は半球状を呈し、底部の器厚は

薄い。調整は体部外面がへラケズリの後ナデで、内面はミガキの上に黒色処理を施している。

胎土は砂質で焼成はやや甘い。色調は暗茶褐色を呈する。口径11.2cm、器高3.3cm、底径6.2cm

(図版17-6)05は体部に弱p張りを有する鉢である。底部は平底で安定し、口縁部は内傾し

て端部を丸く終わらせている。体部外面はへラケズリの後ミガキを施し、内面は全体にミガキ

で仕上げている。胎土は密な状態を示すがスコリアが目立ち、焼成は普通となっている。色調

は茶褐色を呈する。口径11.0cm、器高9.9cm、底径7.0cmである(図版17-7)06も鉢であるが

底部は丸底に近く不安定である。体部は下端で若干くびれ、中位は僅かに張りをもって立ち上

がる。口縁部と体部とは稜によって明瞭に分かれ、端部は僅かに外反する形となる。調整は 5

と同様で、あるが、内面には黒色処理が施されている。胎土は密であるが焼成は不良で、器面の

剥落が著しい。外面の色調は暗黄褐色である。口径13.0cm、器高12.5cm、底径は下端部の稜の

位置で7.2cmを測る(図版18-1)0 7は胴部に僅かに張りを有する小型の聾である。口縁部は

外反して開く。胴部外面の調整はへラケズリで、下位は斜方向に、そして中位から上位にかけ

ては縦方向に行なわれている。内面はヘラナデで、へラ当て痕が明瞭に残されている。口縁部

はヨコナデである。胎土にスコリアが認められ、焼成はしっかりしている。色調は茶褐色を呈

する。口径16.0cm、器高17.4cm、底径8.4cm(図版18-2) 0 8は肩があまり張らず、口縁部が

no 
q
J
 



とヨ 31 更さ匡矛)2 にこ~

前
。 10cm 

(1/4) 

第28図 S 1 -014号跡出土遺物実測図

外反する聾である。調整は口縁部から頚部にかけてヨコナデで、胴部外面にはへラケズリが施

される。内面はへラナデである。胎土中には石英粒、長石粒が多く含まれており、焼成は良く

ない。色調は暗褐色となっている。復元口径21.2cmを測る(図版18-3) 0 9は胴上半部、肩の

あたりに張りのある小型聾である。外面の調整は最終的にナデで、内面はへラナデである。胎

土には小石や、長石粒、石英粒が多く含まれている。焼成は甘くもろい感じである。色調は暗

褐色。口径14.8cmを測る(図版18-4 ) 0 10も小型整で、口縁部は小さく外反して立ち上がる。

胴部外面にはへラケズリ痕が残る。胎土はスコリアを認めるが密な状態を示し、焼成も概ね良

い。色調は明褐色を呈す。復元口径14.5cm(図版18-5)。

S 1-015号跡(第29図、図版10)

遺構 本跡はXI-D1・2グリッドに位置し、今回の調査で検出した住居跡のうち最も南で発

見されたものである。しかし、南西のコーナ一部分と西壁を明らかにできたにすぎない。検出

- 39-



⑨ 

a 
72.00m 
---9  

三長二三二三喜望
二二二二二二二二ご一一一 二二ニヰ:

。 2m 
(1/60) 

土層説明

I.表土撹乱層 (全{本にかなり固くしまっている。)

11.暗褐色士層 ( 1層と同様全体に図くしまっている。)

1.黒褐色土層 (f董かに焼土を含みしまりをもっ。)

2.黒褐色土層 ( 1層よりやや多い焼土を含み、しまり

をもっ。)

3. 黒褐色土層 (黒色土にローム粒が含まれ若干しまり

をもっ。)

4.暗褐色土層 (ローム粒を主とし全体にやわらかい。)

5.暗褐色土層 (黒色土にローム粒を僅かに含む。) 。
6.暗褐色土層 (黒色土とローム粒が混ざる。)

一71 ーヌ2

7
L
 

G
 

10cm 
(1/4) 

第29図 S 1 -015号跡・出土遺物実測図

面から床面までは20cmで、壁下には溝がめぐる。西壁の溝に小ピットが穿たれているほかは、

幅20cm前後で深さは 5"-' 10cmである。壁は、約80。の傾斜で立ち上がり、遺存は良好である。床

面は特に堅いとまではいかないが、貼床によって平坦に構築される。ピットは P1の1カ所が検

出された。円形の掘り方で床面からの深さは65cmである。位置から考えて柱穴であろう。カマ

ドなどのほかの施設については明らかでない。

遺物 出土遺物数は土器片が44点である。多くは細片で接合もしない。そのなかから図示でき

たのが口縁部破片の 3点である。 1は口縁部と体部との聞に稜を作る杯である。口縁部は短く

内傾しながら立ち上がる。胎土は密で焼成は良好である。色調は暗褐色を呈する。 2は全体に

内管し口唇部が丸く終わる杯である。外面の調整はミガキで、内面にはナデが施される。色調

40 



は黄褐色である。 3は口縁部が大きく外反している整である。調整は外内面ともヨコナデで、

外面の頭部以下にへラケズリが認められる。胎土は砂質で、焼成は普通になっている。色調は

暗褐色を呈する。

④ 

。
土層説明

1.表土撹乱層 (かなりのしまりをもっ。)

r表土撹乱層 (真黒の土を主にしてやや粘性

を有する。)

m
w
i
l
l
i
-
-

5
2
.山
由

2m 
(1/60) 

、A
l
l
i
-
-

日
記

.
3

1.暗褐色土層 (黒色土とローム粒が混ざりや

や粘性をもっ。)

2.暗褐色七層 (焼土粒を僅かに含む。)

第30図 S 1 -016号跡実測図

S 1-016号跡(第30・31図、図版10・18)

遺構 本跡はII-Bl・2グリッドを主に位置する。調査した住居跡のなかで最も北側で発見

されたもので、ちょうど尾根状の部分に所在している。遺構の平面形は円形あるいは楕円形を

呈すると考えられる。検出したのはその東側の半分である。南側では SK-008号跡と切り合い

関係にあり、現状での規模は最大を測るところで3.70mである。壁の立ち上がりは東壁から北

壁は比較的ゆるやかで、南側で約70。となっている。壁溝は検出されていない。床面は平坦に構

築されているが、場所によっては堅さを欠くところもある。ピットは 2ケ所に検出されている。

P1は不整楕円形の掘り方を示し、深さ52cmある。 P2は径40cm弱で、深さは38cmを測る。 2ケ所

とも壁寄りに穿たれている。柱穴と考えられる。この 2ケ所のピット以外には炉などの施設は

検出されなかった。

遺物 出土遺物数は42点である。内訳は土器片20点、石器3点、離19点である。土器片はすべ
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第31図 S 1 -016号跡出土遺物実測図

て縄文式土器の細片で、多くは採拓に堪えないものである。第31図1は口縁部に幅の狭い半裁

竹管状工具によって、横方向に爪形文が施文されている。遺存部には爪形文は一段のみ認めら

れ、やや間隔を置いて施されている。 2も半載竹管状工具によって爪形文が施文される。遺存

部では口縁部に 3列認められる。 3は口縁部の直下と考えられる。 1• 2と同様爪形文が認め

られる。いずれも胎土は砂質である(図版18-6)0 4 ~ 6は磨石である。石材は 4・5が砂岩

で、 6は安山岩が用いられている。また 6には熱を受けた痕跡が認められ、色調が赤茶色にな

っている。

2 掘立柱建物跡と出土遺物

検出した掘立柱建物跡は 1棟である。

SIー 001号跡(第32図、図版10)

遺構本跡はXI一D1・2・3グリッドに位置する。調査遺構中最も南にあたる。桁行3問、

染行 1聞を検出したにとどまり、全体の規模については明らかでない。 P1ー P.の桁行方向はN

-20.-Wに傾く。各柱穴の掘り方の平面形は円形を呈し、直径は P154cm、P268畑、 P374仰、

P .80 cm、P562cmである。検出面からの深さは、 P131cm、P246cm、P337，佃、 P.38叩、 P535叩

で柱穴底面のレベルにそれほど大きな差はない。 P2とP.では柱痕跡が確認されており、これを

もとに P1から P4の柱間間隔を測ると1.8mの等間隔になる。また、 P4とP5の間隔は1.9m前後

になる。
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遺物合計18点の土器片が出土しているが、構築時期を決定するには不十分なものである。

十

⑩ 

a一一一ー

。 2m 
(1/60) 

土層説明

1.黒褐色土層 (黒色土にローム粒と焼土粒を

含む。柱痕跡と考えられる。)

2.暗掲色土層 (ソフトローム粒と黒色土か混

ざり、焼土粒を少量含む。)

十
3 

，〆

71.50m 
-ーー一一一-8

3.黒色土層 (黒色土にソフトローム粒が混

ざり、炭化粒と焼土粒を含む。)

4.暗褐色土層 (ソフトローム粒を主として、

小ロームプロックを含む。)

第32図 S B -001号跡実測図

3 溝状遺構と出土遺物

調査時に溝状遺構と考えたのは 8条あった。しかし、 SD-008号跡については、調査後の検

討により土坑と考えた方が適切であるとした(ただし、遺構番号は注記や遺物台帳に混乱を招

く虞れがあるため改めていない)。したがって、ここで溝状遺構として扱うのは 7遺構である。

SDー001号跡(第33図、図版 5• 20) 

遺構本跡はVI-C5"-' 8グリッドに位置し、大部分がS1 -005号跡と重複している。溝は磁

北から 2ロ西に偏する方向に伸びて検出され、北側と南側はそれぞれ直角に近い角度で東へ折れ

曲っている。住居跡と重複しているところで幅は70"-'80cmあり、深さは住居跡の床面から30cm

を測る。北側では検出面から50cmの深さを有する。溝底面の標高に大きな変化は認められず、

立ち上がりは垂直に近くしっかりしている。上端は途中で一部折れているところも認められる

が、ほぽ直線的に伸び、長さは外側で10.4mである。本跡は方形周溝状遺構の西溝と考えられ

北側でト東へ伸びる溝は北溝に、そして南端で東へ走っている溝は南溝の一部と考えられる。
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土層説明

1.黒褐色土l冒 (ローム粒、焼土粒を僅かに含む。)

2.黒色土層 (ローム粒を僅かに含み、ややしまりがある。)

3.黒褐色土層 (ローム粒を含み、ややしまりがある。)

4.暗褐色土層 (小ロームプロックを含む。)

5.黒褐色土層 (小ロームプロッ夕、焼上粒を含む。)

6.暗褐色土居 (小ロームプロック、ローム粒を主とする。)

廿一一一一
69.50m 
一一一一一 b'

三重 量

Cーー一一ー
69.50m 

ーーーーーーー_c 

三L__J三
。 1 m 

(1/ 40) 

、々

づ~
第33図 S D -001号跡 ・出土遺物実測図
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遺物 出土総数は731点である。内訳は土器片665点、瓦3点、鉄片 1点、醸62点である。しか

し、 S1 -005号跡のところでも述べたとおり、本跡と S1 -005号跡の遺物とは混在してしま

った様子を示し、確実さを欠くところがある。「口里長」の墨書土器の半分は本跡から出土した

もので、かなり物の移動が考えられる。図示したのはこれらの遺物のなかで住居跡の方からは

出土しなかった瓦である。 2については 2点の破片が接合したものである。

丸瓦 1は左広端部の破片であさ。凸面はナデツケ調整で、叩きの痕跡は消されている。側

面を凹面側に 2面へラケズリで調整している。凹面の布圧痕から、経糸25本×緯糸24本(3cm 

四方)の平織りの布を使用ていることがわかる。糸切り痕はみられず、粘土板の状態ですり消

しているのかもしれない。胎土がやや粗い、灰白色の瓦である。

平瓦 2は右広端部の一部が残る破片。凸面は全体をナデツケ、ところどころ押圧とみられ

る浅いくぼみがある。叩き目はまったく観察できなし当。側端は 5皿ほどの厚みしかなく、凹面

側でかなり厚く切り捨てている。凹面には枠板痕と思われるタテ方向の段差のラインがみられ

る。そしてそれと直角に交差する、布をもちあげていた痕跡が4本ある。聞の長さは、狭端側

から、 5cm・4.5cm・4cmとなり、これが桶の枠板に綴じ込んであった糸の痕跡かどうか不明だ

が、枠板を何らかの方法によって、糸で補強していたのではないだろうか。胎土は丸瓦 1に似

て、やや砂っぽく、色調も灰白色である。桶巻作りで、下っても 8世紀中葉までであろう。

(今泉潔)

soー002号跡(第34図上段、図版13・20)

遺構本跡はVII-B 3・C3グリッドに位置している。調査区内をN-40'-Eの方向に向き、

北と南に伸びている。掘り方の上端は直線的でなく、細かにみれば蛇行を呈する。幅は80cm""'100

cmで検出面からの深さは北東側で10cm""'15cm、南西側ではそれよりやや深くなって25cm""'30叩

である。断面形態は箱形から rUJの字形となるが、底面には小さな凹凸が認められる。調査

範囲の北東端で耳環が出土しており、本跡は古墳の周溝の一部という可能性が強い。しかし、

どのような規模の周溝で、この検出部分の続きがどう続くのかは全く判らない。

遺物 71点の土器片と耳環 1点、それに小さな醸が 3点出土している。土器片は流れ込んだ状

況で覆土中に混在して出土している。時期の決め手になる資料ではなく、いずれも細片である

1は北東側の底面からやや浮いた位置から出土した耳環である。銅地金銅張りで僅かに図の左

右方向が長く、外側で長径2.02cm、短径1.95cmを測る。断面は5.0皿X4.3皿の楕円形である。

機 右・左は、丸瓦の場合は凸面を上にして上からみた状態。平瓦は凹面を上にした状態でいう。
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量三事長
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。 2m 

一

@ 
S 0-002号跡土層説明

I.表土撹乱層

11.暗褐色土層

1.黒褐色土層 (黒色土中に約 1割のローム粒

を含み、全体にやわらかい。)

2.黒褐色土層 ( 1層より多くのローム粒が含

まれやわらかい。)

(S D-002) 3.暗褐色土層 (小ロームプロックとローム粒

。
@ 

⑨ 

ー-8・ーー " ' '--.  a 

(S D -003) 

7l.00m 
8-一一一=L Lこ二二二二a

(1/80) 

率主連量
1 .表土撹乱層

II.暗褐色土層

を主としやわらかい。)

o 3cm 

S 0-004号跡土層説明

1.暗褐色土層 (ローム粒を僅

かに含む。)

2.褐色土層 (ローム粒を主

としやわらか。)

S 0-003号跡土層説明

1.暗褐色土層 (目立つ混朝日物

を含まない。)

2.暗褐色土層 (ローム粒を僅

かに含む。)

3.暗褐色土層 (ロームプロッ

クを含む。)

4.暗褐色土層 (ロームブロッ

クを多く含む。)

第34図 S D -002・003・004号跡実測図、 SD -002号跡出土遺物実測図

S D-003号跡(第34図下段右、図版13)

遺構本跡はVIIト C3・4グリッドに位置する。 S1 -001号跡を切って掘り込まれ、 N-70.-

Wの方向で東西ともに調査区外へ続いている。検出部分での幅は100cm前後で一定しており、直

線的に走っている。深さは20"'25cmを測る。底面は、踏み固められている様な状況は認められ

ないが比較的平坦である。検出部分が限られているので全体について推測することは無理があ

るかもしれないが、本跡は SD-004号跡と同ーの溝となり、円形周溝の一部になるとも考えら

れる。なお、遺物については 1点の出土もなかった。

S D-004号跡(第34図下段左、図版13)
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遺構本跡はVIII-C0グリッドを主に位置する。調査区内を弧を描くように検出され、さらに

東西へ続いている。幅は60cm~80cmで、きれいな同心円となるような弧とまではいかない。深

さは20cm前後を測る。底面から両方の立ち上がりはやや傾斜をみせている。あくまで推測であ

るが、本跡は SD-003号跡と同ーの溝で円形周溝の一部という可能性がある。しかしそれを実

証する遺物は、細片も含め全く出土しなかった。

SDー005号跡(第35図左・図版13)

遺構 本跡はIX-COグリッドに位置する。調査区のなかをN-8T-Wと、ほぽ東西を向いて

走る。検出したのはほんの限られた部分でしかなく東と西に続くことは明らかである。溝の底

には小さな凹凸が各所に認められるが、立ち上がりはしっかりしている。立ち上がりの傾斜は

南側で約65'を測り、北側はそれよりやや聞きかげんである。検出面での幅は130cm前後を測り、

深さは70cm程で、小さな凹凸を除けはそう大きな変化は認められない。本跡の掘り方及び方向

と同じような状態を示す溝がもう一条検出されている。本跡から南へ16mに位置する SD-006 

号跡である。どちらからも年代を決定する遺物は出土していないので、同時期と断定するには

こころもとないところである。しかし、方向や掘り方、また SD-OOl・ 007号跡の存在を考え

ると、本跡と SD-006号跡は同ーの溝という可能性が非常に大きくなる。そうした場合この溝

は方墳の溝か、方形周溝墓、あるいは方形周溝状遺構ということが考えられる。とすると本跡

はその北溝となる。

a 

⑨ 

(S 0 -005) 

71.30m 
d_ーーーー一ー ーーーーーー-d'

I 

主 童
b一一一一一

。 2m 
(1/80) 

(S 0 -006) 

71.00m 
d_一一ーー ーー一一一-8.'

三 E

第35図 S D -005・006号跡実測図
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S 0-005号跡土層説明

I.表土撹乱層

11.暗褐色土層

1 .黒色土層

(ローム粒を僅かに含む。)

2.黒褐色土層

(小ロームブロックを含む。)

3.黒色 k層

(荒いローム粒を含む。)

4.黒渇色土層

(ローム申立、ロームブロックを

含む。)

5.黒褐色土層

(ロ ムプロックを含みぼろぼ

ろした状態を示す。)



5 D-006号跡(第35図右、図版 8) 

遺構 区一C4グリッドに位置し、 S1 -012号跡の南壁を切っている。方向はほぼ東西に走り、

東と西にそれぞれ続く。掘り方は SD-005号跡と同様整った逆台形を呈する。上端の幅120cm、

下端の幅50cmを測る。溝底は比較的平坦である。こうした溝の方向や掘り方の特徴は、本跡が

S D-005号跡と同一で方墳の周溝か、方形周溝状遺構の溝である可能性が大変強いことを示し

ている。 SD-005号跡に対する南溝の一部と考えておくことが妥当であろう。その規模は溝の

外側で18mを測り、かなり大きな遺構になる。

遺物 S 1 -012号跡の遺物が流れ込んで、覆土中に混在したと考えられる土器片が出土してい

る。細片が多く実測に耐えない。

5Dー007号跡(第36図、図版 9) 

遺構 本跡は調査区のなかでは南側になる X-D3・4・5・6グリッドを主に位置する。一

部でS1 -014号跡と切り合い関係にあり、本跡がS1 -014号跡の床面を切っているので、構

築の新旧ははっきりしている。調査範囲での検出状況は、 N-50-Eの方向に伸びる溝の両端

が、直角に近い曲がり方を示し調査区の外へ続いている。ちょうど検出した部分の平面形は「コ」

の字形を呈している。撹乱は認められず、遺存状況は良い。掘り方は全体に丁寧である。底面

は中央部が深くなって響曲するところもあるが、断面は概ね箱形に近い形を示す。こうした状

況から本跡は、単に溝というよりは、方形周溝状遺構となると考えて間違いないものとみられ

る。検出したのは東溝の全体と北溝及び南溝の一部ということになる。東溝の規模は溝の外側

で12.4m を測る。幅は70cm前後で、検出面からの深さは30cm~40cmである。おそらく残りの北・

南・西の溝も同じような規模になると思われる。西側の調査区外との境になる土層を観察して、

マウンドの痕跡が認められるかどうか調べてみたが、それらしき跡は確認されず、表土層の下

層は自然堆積の第II層であった。

遺物覆土中から335点の土器片が出土した。しかし、接合して形が明らかになったものは I点

も存在しなかった。土器は土師器の細片が主で、構築時期を限定するには不十分であった。

4 炉穴と出土遺物

5 F P-001号跡 (37~39図、図版11 ・ 20)

遺構本跡はVI-C3グリッドを主に位置する。焼土の堆積が 2ケ所に認められ、平面形は、

楕円形の途中から、半円形を呈する張り出し部が付いたような形を示す。長軸203叩、短軸128

cmを測る。燃焼部のうち西に位置するAは、検出面から底面まで33cm前後の深さを有し、底は

ロームが加熱され赤色に変化して硬化している。焼土は径60cmの円形の範囲に認められ、厚さ

26cmに堆積している。一方燃焼部Bは北側に検出され、底面まで‘は35cmを測る。焼土は長径100
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第36図



第37図 S F P -001号跡実測図

cm、短径60cmの楕円形に残され、厚さは24cmとA同様かなり厚い。いわゆる足場は南側に形成

され、検出面からゆるやかに傾斜して底面に至る。燃焼部 2ケ所の新旧はA→Bと考えられる

が、時間的隔たりは僅かしかないと思われる。

遺物 Bの焼土中から土器片 1点と石器 l点

が出土した。第38図 1の土器は裏面に条痕が

施され、表はナデによって調整されているも

のである。表面には 3条の刺突か、何かの押

圧痕と思われる細い凹部が認められる。これ

ω 

b._ 

⑧ 

$
8
2
 

1
1
1
1
1
1
1
ω
 

.. 

b一一一一ー
69.50m b 

。 1 m 

(1/40) 

が文様であるか否かについては判然としない。

土層説明

1. m色上回 (細粒の黒色上を主にする。)

2. :.1'¥褐色七層 (焼上粒を僅かに含む。)

3. fi青渇色土問 (ローム粒と少盆の焼土粒を含む。)

4.褐色上回 (焼土粒をやや多く含む。)

5.黒褐色上層 (焼土粒を少量含む。)

6.偶色上層 (ローム粒を少量含む。)

。 5cm 
(1/2) 

第38図 S F P -001号跡出土土器拓影図

胎土は砂と、僅かながら繊維が含有され焼成は良い。色調は外面が黒褐色で、内面が褐色であ

る(図版20-4)。

第39図は焼土の堆積のなかから出土した石器である。石材はやや砂質の粘板岩。器表は風化

し黄褐色をしているが、剥離面を構成する稜線はシャープである。現状は長さ84凹、 最大幅46

凹、最大厚16.7mm。一端を欠損しており、残存部が先端部なのか基部なのかは判定できない。

遺存部より推定すると、もともとは全長120凹程度となろう。現在石器は平行に 3枚に剥落して

いるが、これは 2次的な自然剥離と考えられ、人為的な剥離にかかわるものではない。なお炉

穴内の「堆積焼土」内からの検出であるが、器表からは焼成、被熱を受けた痕跡をうかがうこ

とはできない。ただし、器表の一部には、斑状に黒色の物質が附着しているが、その性格につ
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4さラ

〈二>

a面

。

(模式図)

b面

第39図 S F P -001号跡出土石器実測図，模式図

いては今のところ何ともいえない。

5cm 
(2/3) 

さて、この石器の両面を覆う剥離痕について、若干の検討を加えておこう。ここでは便宜的

に模式図を用いて説明する。この際、図に向って左側を a面、右側を b面としよう。まず、こ

の石器を見て気がつくのは、器表をおおう剥離面が大きく 2種に識別されることである。すな

わち、石器縁辺部に認められる小剥離痕群と、石器中央に切り合う大剥離痕群とに分けられる。

そこで仮に、大剥離痕群を剥離面 I類、小剥離痕群を剥離面II類としよう。模式図では見やす
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いように、剥離面II類には全て網をかけてある。

I類は石器中央を主軸に沿って走る中央稜線を境に左側剥離面 I類についてまず観察する。

1 R面は 3枚a面では 1L面は 4枚、とが区別される。と右側の面(1 R面)の面(1 L面)

1 R面 4枚となり、表離合計 I類に属する面は17枚あるb面ではそれぞれ 1L面 6枚、あり、

ことになる。各面の切り合いを見ょう。 a面では、 1L面の剥離面は全て IR面のそれを切り、

b面では上半については 1R面が 1L面を切っているが、下半では逆に 1L面が 1R面を切っ

1 L各面に帰属する剥離面の状況を見ると、だいたい 3面を 1単位とするている。次に 1R、

a面では 1L面上半の 3面が継起的に剥離され、小群に細別されることが分る。すなわち、

b R面の 4面も同様である。両者の剥離の方向が逆であることは図より明らかである。一方、

1 R面の 3面が欠損部から先端部にかけて継起的に剥離されている。ただし、面においても、

a面と b面とのb面の 1R面ではこのような継起性は見いだすことができないようにみえる。

a リングの状況から a面 1L→ b面 1R、切り合いは、 II類の存在のために分明ではないが、

b面が形成さa面の剥離作業ののち石器は反転され、面 1R→b面 1Lとなろう。すなわち、

れたものと見られる。

a面ではI類と同様に IIL面、 IIR面とを区別することができる。剥離面II類に関しでも、

b面ではほぼ全縁にわたって看取される。IIL、IIR両面は先端部寄りにのみ認められるが、

3~5 枚の一連の剥離痕がー単位となり、別の単位と切り各面の剥離状況の詳細は略するが、

b面IIR→a面IIa面と b面との切り合いは明らかであり、合うという状況がうかがわれる。

a面の剥離後b面の剥離が行なわれ、最終的にa面IIL→b面IIRとなり、基本的には、L、

a面の左側の補整が実施されたと見るべきであろう。以上の観察結果をまとめると、次のよう

な製作工程が復元される。

a面 I類の形成階 I段

左側縁寄りからの一連の剥離1 a 

右側縁寄りからの一連の剥離1 b 

b面 I類の形成階II

a面II類の形成階凹

b面II類の形成と a面の補整階IV

その聞の経緯の概略は以上にお段階 I~II は成形の段階III~IVは調整の段階ととらえられ、

いて明らかである。

このような出土状況本石器が炉穴の「堆積焼土」内から検出されたことはすでに触れたが、

内

r
“

F
同
u



からみる限り、本資料が縄文早期後葉に製作、あるいは使用されたことが推定できる。ところ

が、筆者の管見による限り、この種の石器が早期後葉に製作された事例は無いであろう。本例

のみによる時期決定は危険であるが、だいたい下総編年先土器時代IIIb期(新)段階に相当し

よう。したがって、この石器は炉穴の時期とは一致しないことになる。ところで、炉内の「堆

積焼土」の成因については諸説あるが、仮に森幸彦の所請に従えば、「堆積焼土」は人為的に炉

穴燃焼部に搬入されたものであるから、この石器もその際に偶然混入したとの見方もできょう。

しかし、ここではさらに一歩進めて森の説くように、炉穴内に搬入された土が火種の保存と温

度調節のために、炉穴使用時にかなり頻繁に移動を要するものとするならば、この石器はその

際に「移植ゴテ」として、縄文早期の人々によって使用されたものとも想像しておこう。もし

そうならば、この石器は、当時の人々の生活圏のどこかで拾得されたものと考えられる。

(田村隆)
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土層説明

1.黒褐色土層 (黒色土にローム粒を少量含みやわらかい。)

2.黒褐色土層 ( 1層よりやや多いローム粒を含む。)

3.暗褐色土層 (焼土粒を含む。)

4. 黒褐色土層 (ロ ム粒及び焼土粒を僅かずつ含む。)

5.暗褐色土層 (ロ ム粒を多く含む。)

6.焼土層 (赤色の焼土を主とする。)

第40図 S F P -002号跡実測図

S F P-002号跡(第40図、図版11)

遺 構本跡はIX-C9グリッドを主に位置する。形は不整形で東西に長い。あえて物の形に例

えるならば柄鏡状の形態を示す。東側の一部は調査区外へ広がるが、この東側に足場が作られ、

来 森 幸彦 「炉穴の形態と機能に関する考察J ~多聞寺前遺跡 1 .J昭和57年 3月
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西側に燃焼部 1カ所が認められる。燃焼部は、検出面から底面まで30cm前後で、 5cmと僅かで

はあるが足場より一段低く掘られている。焼土は長径80cm、短径50cmの楕円形の範囲に認めら

れ、厚くなるところで18cm堆積している。足場は燃焼部より広く、底面は平坦である。

遺物は、周辺で表裏に条痕文の施された土器が採集できたが、遺構に伴って出土したものは

1点も認められない。

5 土坑と出土遺物

S K-OOl号跡(第41図、図版11)

遺構 本跡は刊I-C6グリッドに位置する。プラン確認段階では住居跡の落ち込みではないか

と思われたが、精査の結果土坑であることが判明した。検出したのは遺構の西側部分で東側は

調査区外へ続いている。全体については明らかでないが、現状からは円形を呈することが予想

される。西側の掘り方の平面形は整った弧を呈し、深さは60cm前後である。底面は場所によっ

て凹凸が目立ち、壁は北から西にかけて急に立ち上がり、南側はそれに比較してゆるやかであ

る。覆土は大きく 2層にしか分けることができず、上位から下位まで固くしまっている。特に

下層の第2層については住居跡の貼床を思わせる状態で堆積している。覆土の状況からいえば、

短期間に埋まってしまったと思われる。そしてそれが人為的な埋め戻しということは十分考え

られる。また、遺物の出土は認められなかった。

SKー002号跡(第41図、図版12)

遺構本跡は SK-001号跡から南へ 3m、VIII-C7・8グリッドに位置する。 SK-001号跡

と同じような検出状況を示したが、底面は平坦でなく大きな凹部が存在する。その最も深くな

る部分は検出面から45cmである。立ち上がりも急角度となるところは認められず、傾斜しなが

ら開くような形になる。全体に不整な土坑である。遺物については 1点の出土もみなかった。

検出部分のみからは、本跡の性格等については不明なところが多いといわざるを得ない。 SK

-001号跡と同じような性格かもしれない。

SKー003号跡(第42図、図版12)

遺構 本跡はVIII-C8・9グリッドに位置する。北側の一部分が調査区外へ続くが、ほぽ完掘

することができた。平面形は隅の丸くなる長方形を呈する。長軸292cm、短軸6加nを測る。検出

面からの深さは10"'15cmである。覆土は、ややしまりのある暗褐色土の単一層で、ローム粒を

多く含んでいる。底面は、中央部分が立ち上がりの下端よりやや低くなるが比較的平坦である。

北側に円形の落ち込みが認められるが、これは本跡とは直接関係はなく、壁の遺存はしっかり

している。覆土にしまりがあり、また、遺構全体の状況からみると、本跡はいもの貯蔵穴のよ

aa宮
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71.00m 
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土層説明

I.表土撹乱層

1.黒色土層 (混和物の目立たないしまりの強¥>黒色 tを主とする。)

2.褐色土層 (小ロームプロックを主とし、しまりをもっ。)
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土層説明

I.表土撹乱層

1.黒色土層 (しまりがあり混和物の少ない黒色土を主とする。)

2.黒色土層 (黒色土にローム粒を少量含む。)

3.褐色土層 (ローム粒、小ロームプロックを多く含む。)

第41図 S K-001・002号跡実測図

うなごく新しい時代のものではないと考えられる。墓墳であったという可能性もあるが骨片や

遺物が出土していないので実証することは難しい。
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第42図 S K-003号跡実測図

遺構遺物は土器片 3点と、鉄製品の一部と思われる破片が 2点出土している。いずれも器種

や時期が明確に判るだけ遺存していない。

SKー004・005号跡(第43図、図版12)

遺構 本跡は調査区の北側にあたる II-C8グリッドポイン卜付近に位置する。当初 1基の土

坑と考えていたが、円形を呈する 2基が近接して掘られていることが明らかになった。南に位

置する方を SK-004号跡、北側を SK-005号跡とした。また、両土坑の周囲は全体に凹状を

呈している。 SK-004号跡は直径約100cmの円形の平面径を有し、深さは55cm前後を測り、底

面には多少凹凸が生じている。掘り方は円筒状である。

S K-005号跡は長径110cm、短径90cmの不整な楕円形で、深さは75cmある。底面は径55cmの

円形で、さらに楕円形の落ち込みが認められる。この楕円形の落ち込みは長径125cm、短径30cm

で南西方向へ張り出す。その底面までの深さは115cmを測る。

S K-004・005号跡いずれからも縄文式土器の破片が少量検出されている。

S K-006号跡(第43・44図、図版12・19)

遺構 本跡はII-C6グリッドを主に位置する。円形の土坑に浅い張り出しをつけた形を示す。

しかし、張り出した部分についてははっきりしないところもあり、本来は円形を呈するものと

考えられる。上端は直径90cmで、検出面から約45cmで底面に達する。底面は直径65cmの円形で

比較的平坦に作られている。壁はやや傾斜して立ち上がるが、全体としては円筒状の掘り方を

示す。遺物から考えると、構築時期は縄文時代前期という可能性がもたれる。

遺物 前期に比定される縄文式土器破片が出土している。第44図 lは無文土器の口縁部で口唇

部は丸棒状に終わる。外内面ともミガキによって調整される。胎土は砂質である。 2・3は鉢
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1.褐色土層 (ローム粒を主とし、小ロームプロ

ツクをfTむ。)

2.暗褐色土層 (小ロームプロックを少量含む。)

S K-005号跡土層説明

1.暗褐色士層 (小ロームフーロックを少量含みやわ

らか~'0) 

2.黒褐色土層 (黒色土と細粒のローム粒が混ざり

右子しまりをもっ。)

3.掲色土層 (ローム粒を主とする。)
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第43図 S K -004・005・006・007号跡実測図
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第44図 S K -006号跡出土土器拓影図

報溝口

形土器の上半部の一部と考えられるものである。どちらも文様は縄文が施文されている。 4は

波状貝殻文が施されている。以上の土器は、 1 ~3 については諸磯 b 式と考えられ、 4 は浮島

式になると思われる(図版19-3)。

S K -007号跡 (第43図、図版12)

遺構 本跡はII-B2グリッドに位置し、 S1 -016号跡と切り合い関係を有する。平面的には

不明瞭であったが、本跡が切られていると考えられる。平面形は不整形で、深さは 5cm~12cm 

と大変浅い。底面は平坦で、壁はゆるやかに立ち上がる様子がみられる。長径は150cmを測る。

遺物は縄文式土器の小破片が 2点出土している。

S 0-008号跡 (第45・46図、図版13・21)

遺構 本跡は調査区の北側で、尾根状となる II-B3・4グリッドに位置する。現場では、溝

状遺構と考えたが、一方の立ち上がりが確定されていることと、東側にそう続くこともないと

考えられるため、整理に入ってから土坑とした。平面形は確定できないが、検出部分から推測

すれば楕円形を呈するものとみられる。現況での短径は190cmを測り、深さは深いところで検出

面から160cmに達する。長径は不明で、あるが、 4m以上になることは確実である。長軸方向の南

西部から東側にかけては、約60。の傾斜で底面に向かい、北西側では急激に下降する。断面形態

は rUJの字形を呈する。形から判断すれば、いわゆる落し穴に似ている。

遺物 縄文式土器の破片176点が覆土中から出土した。 1~5 は胎土中に繊維を混入する土器で

ある。 1は直線的に開く口縁部で、斜行する不規則な沈線文が施文されている。色調は黒褐色

で、内面はミガキ調整されているものの細かなヒビ割れが生じている。 2~5 は半裁竹管状工

具による平行沈線文が施されているものである。 2• 5は平行沈線文の途中に竹管の刺突が加

えられ、 2・3は縄文も施文されている。 6は口縁部に弧状の有節沈線文と縄文の組み合わせ

が認められる。器面がざらつき色調は黄褐色を示す。 7・8は垂下する平行沈線文の左右から、

枝別れするように斜方向に平行沈線文が引かれている。いわゆる肋骨文が構成されているもの
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第45図 S D-008号跡実測図

である。 8は地文に縄文が施されていた可能性がある。 9~15は木葉文の施文されている例で

ある。その間 4011Dを幅の狭い平行沈線でシャープに描かれている。 12・14のように木葉文が連

結する箇所に円形の刺突文をあしらったものもある。 15は9~14 と比較すると平行沈線の幅が

やや広く、全体にくずれた感じをみせている。色調は暗褐色が多く、 15が黄褐色である。 16は

櫛歯状施文具か多裁竹管のようなもので号|し〉た沈線文が斜方向に流れ、その上に円管状の刺突

文を加えたものである。 17・18は半裁竹管による連続爪形文のあるもので、平行沈線の幅はそ

-59-
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第46図 S D-008号跡出土土器拓影図
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う広くない。 19は地文の縄文が認められる。 20~22は波状文をもつものである。 22は多裁竹管

の平行沈線文聞に波状文を埋め、また縦位に円管の刺突文を置いている。 23・24は胴部の破片

である。おそらく 2~22に示した破片の、その多くの胴部は縄文で飾られていたと思われる。

24には 2列の S字状の綾繰文が認められる。 25は地文を縄文とし、幅の広い半裁竹管による爪

形文が曲がりながら展開している。 26・27は地文に平行沈線文が施文されているものである。

28以下については27までの土器と趣を異にする一群である。 28~33 ・ 35は有節平行沈線文とほ

かの文様とを組み合わせている。 28は平行刺突文で、 29 ・ 30 ・ 35は平行沈線文である。 29~32

の口唇部は僅かに肥厚し、斜めに深い刻みがつけられている。 33は口唇部に刻み目があり、そ

の下に有節沈線文がみられ、さらに変形爪形文が施文されている。 34は17や18と同じように爪

形文が認められるものであるが、そればかりを文様とせずに平行沈線文や刺突文が加えられて

いる。また爪形文にしてもやや幅が広くなっている。 36~39は平行沈線文のみが残されている

破片で、全体の一部を構成しているものと思われる。

以上SD-008号跡から出土した縄文式土器は、すべて前期後半に比定されるものである。 1

~5 は胎土に繊維の含有が認められ、この点以外では文様構成などは 6 以下と同じ部分をもっ。

繊維の有無によって分ければ黒浜式土器となろう。 6~22は諸磯 a 式である。肋骨文・木葉文

は諸磯a式を代表する文様である。 25は幅広の爪形文が、 17・18からの発展としての意匠文を

描いており、諸磯b 式の古い部分として考えられる。 26・ 27も諸磯 b式になるであろう。 28~40

は浮島式土器である。地文に撚糸文をもっ古いものは出土していないが、有節平行線文が多用

されている特徴から I式に比定されるであろう。一つの遺構から諸磯式と浮島式が出土してい

ることは興味を引くところである。

6 グリッド出土遺物

遺構検出中に縄文式土器、採拓するに至らなかったが弥生式土器が出土した。また、遺構覆

土中に混入したと思われる石器を併せて報告する。

土器(第47・48図、図版22・23)

調査区から出土した縄文式土器は、合計201点と僅かであるが、早期から後期にわたる。出土

が最も多かったのは前期に比定される破片で、 1• II区で目立って出土している。以下第 I群

からIV群に分けて説明したい。

第 I群(1 ~14) 早期の土器で合計37点が出土している。

a 類(l~7) 撚糸文系土器を本類とする。 1~4 は口縁部で、 1~3 の口唇部はやや肥

厚し、 4は丸棒状を呈している。文様は口縁部直下から、条聞のやや広い縄文が縦位に施文さ

れている。 4 は施文が浅く文様が不鮮明である。内面の調整は、 1~3 がミガキで、 4 がナデ

である。 5~7 は胴部の破片である。撚糸文の条聞は 5 ・ 6 がやや密で、 7 が若干広い。色調
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第47図 グリッド出土縄文式土器拓影図①
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は1が黄褐色、 2・3が黒灰色で、ほかは暗褐色である。本類は稲荷台式に比定されるであろ

つ。

b類(8 ) 沈線文系土器である。波状口縁の波頂部で、内色遣するように立ち上がって口唇

部が僅かに内側に向くような形をとる。口唇部内側には連続する刻み目がつけられ、外面は口

唇部直下に沈線文が一条号|かれ、その下位に員殻腹縁の圧痕文が 2段認められる。内面は丁寧

なミガキによって平滑にされている。田戸上層式と考えられる。

C類(9'"'-' 14) 表裏に条痕文が施されているものを本類とする。表裏ともに条痕が鮮明に

ついているもの(9 '"'-' 11)と、裏面については表面ほどそれがはっきり残されないもの (12'"'-'14) 

が存在する。胎土に繊維が含まれてはいるが、それほど多くはない。

第II群 (15'"'-'43) 前期に比定される土器で合計80点が出土している。

a類 (15'"'-'20) 諸磯a式と考えられるものである。文様によって四つに分ける。

a -1 (15・16) 木葉文が施文されているものである。 15は幅の狭い平行沈線文の聞に爪

形文がつけられる。

a -2 (17・18) 口唇部内側に刻み目を有し、口縁部は平行沈線文聞に爪形文を施す。平

行沈線文は幅が狭く、同ーの工具によって爪形文を施したものと思われる。

a -3 (19) 口縁部に間隔を置いて平行沈線文を 2段施文し、その聞に半裁竹管状工具に

よる、山形の平行沈線文を施す。口縁部以下には意匠文はなく縄文が施文される。

a -4 (20) 口縁部直下に幅の狭い半裁竹管状工具を用いて、口縁と平行に平行沈線文を

横走させる。

b類 (21'"'-'26) 諸磯b式と考えられるものである。文様からは次の三つに分けられる。

b -1 (21) 幅広の平行沈線文聞に爪形文を施すものである。平行沈線文が有節沈線文に

近い引き方をしている。それをみると、 C類と同じように浮島系に含まれるかもしれない。

b -2 (22'"'-'25) 口縁部に爪形文が施文され、胴部に木葉文から変化したと考えられる弧

線文が描かれているものである。 22・25は同一個体と考えられる。 23・24は胴部の破片である。

いず、れも沈線文は土器表面の深くまで及んで、、はっきりとしている。 22の内面はミガキで調整

され、外面は黒褐色、内面は暗黄褐色を呈する。

b-3 (26) 口縁部が「く」の字形に内傾する深鉢形土器の破片と思われる。縄文を地文

に平行沈線文が施文される。

C類 (27'"'-'41・43) 浮島式土器を本類とする。

c -1 (39) 平口縁で口唇部に深い刻み目を有し、その下位に有節平行沈線文、刺突文が

加えられ文様が構成される。本例は変形爪形文が認められないもので、浮島 I式になる可能性

がある。

c -2 (27'"'-'36・40・41) 変形爪形文が施文されているものである。 27'"'-'29はやや幅広の
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第48図 グリッド出土縄文式土器拓影図②

平行沈線文聞に変形爪形文を充填していく。 31は2段の変形爪形文を配する。 34・35は変形爪

形文の下位に 'SJ字状の綾繰文が認められる。 40は波状口縁を呈し、口縁部直下に幅広の変

形爪形文と刺突文が加えられる。 41の文様要素は40とほぼ同じで口縁は平口縁となっている。

c -3 (37) 間隔のやや広い変形爪形文か刺突文と、平行沈線文が組み合わさっているも

のである。

c -4 (38) 波状員殻文が施されているものである。

c -5 (43) 格子白状の沈線文が施文されるものである。

以上c-2から c-5には浮島II式にみられる文様の特徴を認めることができる。

d類 (42) 押圧によって小さな波状を呈する口縁部である。口唇部及びその直下に縄文が

施文される。前期末に位置づけられるものと考えられる。大木系の土器である可能性がある。

III群 (44・45) 中期の土器で出土数は合計で僅かに 3点である。

a類 (44)

b類 (45)

半裁竹管状工具による押引文が施文されているもので阿玉台式に比定される。

口唇部が肥厚し、太い沈線文による三文文と、刺突文が施文されている。勝坂

式に比定されよう o

w群 (46~50) 後期の土器である。合計20点が出土している。

a類 (46) 堀之内 I式に比定される。ゆるやかに外反しながら立ち上がる口縁部で、口唇

部に段がついたように沈線文がつき、その下位は無文で、その下にまた沈線文が守|かれる。
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b 類 (47~50) 加曽利B式に比定されるものである。

b -1 (47) 縄文を地文とし、浅い沈線文が横方向に施文されるものである。

b - 2 (48~50) 組線文をつけるもので、節の荒い縄文を地文に、その上に幅のやや広い

浅い沈線文を横方向に施文している。加曽利B式の組製土器である。

石器(第49図、図版23)

1は、黒曜石製の尖頭器である。途中で折れており完形ではない。遺存しているところは基

部側である。現存長34凹、最大幅14凹、厚さ6.0醐。 2は、打製石斧で基部を欠損する。周辺の

剥離は両面に行なわれている。また、刃部には磨かれた痕跡が認められ両刃の形となる。現存

長59阻、最大幅44阻を測る。石材は硬質砂岩である。 3は柱状片刃石斧である。完存し器長9.69

cm、器幅4.40cmを測る。側面、裏面からは扶入磨製石斧の扶り部が退化したようにみえる。刃

部は鋭く作られ、裏面の先端部には、使用のためについたと考えられる小さな剥離痕が認めら

れる。研磨は全体に丁寧に行なわれ、器面は光沢を帯びる。石材は硬質砂岩。

〈三》

。 3cm 

• 。

¢砂

5cm 

(1/2) 

第49図 グリッド出土石器実測図
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111 ま と め

1 遺物について

縄文式土器 狭い調査範囲から早期から後期にわたる土器が出土した。出土量が少ないという

ことはあるものの、本遺跡が縄文時代各期に継続的に営まれた遺跡である可能性を示している。

早期は最も古い段階が撚糸文期である。口唇部が肥厚せずに丸棒状となる口縁部破片が出土

しており、条聞がやや広いもので稲荷台式に比定される。稲荷台式以降の撚糸文系終末期の土

器は認められなかったが、沈線文系に入って田戸上層式が検出された。また、沈線文系に続く、

表裏に条痕が施され胎土に繊維を含む一群を検出した。条痕文系土器については小さな胴部破

片ばかりで、型式を比定することは困難である。ただSF P-OOl号跡から出土した 1点の小破

片は、表面に条痕がなく、内面に施されたもので、比較的古い段階の所産と考えられる。破片

1点でいかんともしがたいが、強いていえば子母口期あたりまで湖れるかもしれない。

前期は最も多く出土し、遺構も検出された。分布は調査区の北側に集中し、黒浜式、諸磯a

式・諸磯b式、浮島 I式、浮島II式が認められる。黒浜式については僅かであり取り立てて述

べるところもない。問題を含むところは諸磯式と浮島式である。諸磯式の分析、特に細分につ

いては、近年鈴木徳雄氏、鈴木敏昭氏、今村啓爾氏らによって進められ(注 1)、おおよそ見解

の一致をみている。 SD-008号跡から出土した諸磯式は、平行沈線、爪形文、円形刺突文で、

肋骨文、木葉文、波状文が描かれている。これは諸磯a式を代表する文様構成である。これに

25のような諸磯b式(古)段階が出土している。また木葉文などは b式(古)段階へまで残存

する文様なので、 a式についても新しいものと考えられる。これに共伴する浮島式土器が和田

哲氏のいう浮島 1b式である(注 2)。和田氏は浮島 I式を徴表する文様は「撚糸の地文・変形

爪形文・波状貝殻文の 3要素と見倣すことができる」とし、撚糸文を除いて浮島II式以降に継

承されて行くことから、従来の浮島 I式を 1a式と 1b式に分離した。そして浮島式と諸磯式

の関係について、浮島 1a式と諸磯a式が並行し、浮島 1b式を諸磯b式の古い部分に対比さ

せた。新井和之氏も船橋市西の台遺跡(注 3)の報文中に同様な見解を示されている。ところ

がSD-008号跡の場合諸磯式の a式と b式を比べると、 a式の方が量が多くなっている。覆土

中の遺物とはいえーっの検討材料を提供したものと思われる。グリッド出土の第II群b-2類

は諸磯b式(古)でb-3類がb (中)段階になると思われる。浮島式についても 11式までが

認められ、 III式及び興津式は出土していない。

中期は阿玉台式と勝坂式が検出された。

後期は堀之内式 I式と、加曽利B式が出土している。

7世紀後半以降の土器 全掘した住居跡が 1軒も存在しないという状況で土器を取り扱うこと
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は、確実性を欠くという意味で危険が大きいと思われるが、あえて遺跡の性格を探る一つの手

立てとして試みるものである。

出土状況はともあれ、今回の調査で 7世紀後半以降の土器を出土した住居跡は 9軒ある。そ

の9軒は、 S1 -001~003 ・ 005 ・ 006 ・ 009 ・ 012~014号跡である。本来なら以上の 9 軒から出

土した土器を分類し、共伴関係から同時期のセットをとらえ、そして年代的変遷を考えていく

のが一つの方法である。しかし、本遺跡の場合、住居跡の一部分から出土したものであり、し

かも出土量が僅かであるので、細かく分けていけば、すべての土器が分類できてしまうおそれ

がある。そうした結果を招く分類は全く無意味となってしまう。そこで、分析ということから

は遠ざかってしまうが、一応上総地方の目安となる編年観(注 4)と照らし合わせながら、本

遺跡の画期を設定したいと考える。その上で各期を構成する土器について、特に杯を中心に、

どういった特徴をもつものが含まれているのかを示しておきたい。

第 I期 S 1 -013・014号跡出土土器である。土師器の杯

は下記に分類される。

A 丸底で体部と口縁部との境に稜を形作るものである。

口縁部は直立するものとやや外に聞き気味に立ち上が

るものとが認められる。稜はかなり衰退した様子がみ

られる。外面の調整は、へラケズリの後にケズリ痕を

消すような仕上げを行なっている。

B 丸底で体部と口縁部との境は明瞭でなく、全体に弱

く内管しながら立ち上がり口唇部を丸く終わらせてい

るものである。調整は外内面ともミガキかナデとなる。

C 完全な平底とまではならないものの、底部が作られ、

体部が僅かに内襲撃しながら立ち上がり、割と深めにな

るものである。内面は半球状を呈し、外面の口縁部に

は弱しミ稜がつく。

杯については以上の三つに分けておきたしh このほかの

器種では、須恵器の蓋、土師器の高杯、整、鉢が認められ

る。

第11期 S 1 -005・006・012号跡出土土器である。土師器

て~

\--\~グ

ミ喜多グ
I-C 

、己一二二._------二二二------二:

三百:ニ二ノ

、d三コプ
IV-B 

の杯は下記のA~Cが認められる。 第50図土師器杯分類図

A 丸底で口縁部と体部との境に弱い稜を作るもので、形態上 I-Aと変らない。

B 丸底で体部と口縁部との境に稜がないもので I-Bに近いが、やや深い作りとなるもの

も存在する。
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C 平底をもち体部が内管気味に立ち上がるもので I-Cと共通する部分を多く認める。た

だ内面底部が曲面ではなく平坦となるとニろに違いをみいだせる。

杯以外の器種では、須恵器の高台付杯、蓋、輩、瓶、土師器の聾、鉢が伴う。

第III期 S 1 -002・003号跡出土土器である。土師器の杯は実測可能であったものが3点と少

なく、器形が判るのは 1点である。須恵器の杯、斜格子状暗文の施文された杯破片、聾が出土

している。杯は次のような特徴を有する。

A 安定した平底になると考えられ、体部は直線的に立ち上がる。口径に比して底径も大き

く、また浅めの作りとなる。体部下半は手もちへラケズリによって調整される。

第IV期 S 1 -001・009号跡出土土器である。土師器の杯はロクロ未使用のものと、ロクロを

使用して調整しているものとが存在する。また、両跡は永田・不入窯(注 5)の製品が出土し

ている点で共通している。土師器の杯は次の二つに分けられる。

A ロクロ未使用で、底部はやや曲面となり、体部は直線的に立ち上がりやや深めの作りと

なる。体部外面の調整は、へラケズリの上に軽いミガキを施して仕上げている。

B ロクロ調整で仕上げられるもので、平底で体部は僅かに内海しながら立ち上がる。外面

のロクロ目は弱い。

以上 1~IV期に分け、他の遺跡の遺物と対比するため土師器杯についてのみ分類を行なった。

さて、第 I期から第IV期の年代の問題であるが、これについて次に示しておきたい。

まず第 I期である。鬼高式に近い杯を有することと、天井部から稜をもたずに口縁部に移行

する須恵器が出土している。また、平底を有し、その内面に放射状の暗文を施す杯が伴う。杯

については第II期の杯と同じような形態を示している。しかし第II期にみられるような、底部

中央が高台の高さより突出する高台付須恵器杯は認められない。このようなことから第 I期は

7 世紀末~8 世紀初頭に比定しておきたい。

第II期は第 I期の年代を決めるためにもさらに有効な遺物が必要である。先にいったとおり

土師器の杯に関しては I期と大差はないのである。そこで注目されるのが底部中央が突出する

高台付須恵器杯である。 S1 -005号跡からは、高台付杯が出土している。図示した 4点はいず

れも高台部分のみで、全体の器形が不明であるのは惜し ~'o この高台付杯は、湖西地方からの

搬入品とも考えられるものである。その一つに「里長」の墨書がある。これは極めて重要であ

る。「里長」そのものが興味深いところであることはいうまでもないが、この土器が大宝令以後

国郡里制施行期間である霊亀元年 (715年)までの聞に使用されていた、という使用開始時の下

限が求められる点でより貴重になってくる。この高台付杯以外では S1 -006号跡から「かえり」

をつけない須恵器の蓋などが出土している。以上のことから本期は、やや幅を広くみても 8世

紀の第 1四半期までとしておきたい。

第III期は、斜格子状暗文を有する杯破片と、下総においても出土する雲母や石英を多く含む
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須恵器杯という量のうえで根拠の弱し〉資料を基に設定した。第IV期との差は、土師器でみれば、

ロクロを使用して調整しているものが含まれないことと、永田・不入窯産の須恵器がないとこ

ろである。斜格子状暗文を有する杯については、佐久間豊氏がA~Fのタイプに分類し、実年

代の検討を行なっている(注 6)。残念ながら本跡からは小破片でしか出土していないので、佐

久間氏の分類に当てはめるには多少無理がある。土師器聾などの特徴から、袖ケ浦町清水川台

遺跡(注 7)出土の第 I群土器と共通する部分を見い出すことができる。したがって本期につ

いては、決め手に欠くところもあるが8世紀第 2四半期という年代を与えておきたい。

第IV期は、ロクロ未使用の土師器杯と、ロクロ使用の土師器杯、それに永田・不入窯産の製

品で特徴づけられる。シンポジウム資料(注 8)でいう IIb期に相当しよう。永田・不入窯の

操業開始年代について、須田勉氏は、「国分寺運営上必要な仏器、日常汁器を確保するために成

立したJ (注 9)とし、成立時期の上限を741年に置いている。上総地方のIIb期もこうした在

地産須恵器によって画期を設定している。 IIb期の年代に従えば本期は 8世紀第 3四半期とい

うことになる。

r里長」の墨書土器について S 1 -005号跡から出土した、高台付須恵器杯の底部に「口里長」

の墨書が認められた。しかし、土器が二つに割れたところに文字が書かれていて、しかも墨書

自体がかなり薄いため、肝心な里名を記したと思われる一字目がはっきりしなくなっている。

この墨書の「里」は取りも直さず、大宝令で確定された国郡里制の、その地方行政の最末端の

里と考えられるものである。里、のちの郷は50戸で構成され、里長をおいたとされている。平

城宮下層出土の「五十戸家」と書かれた墨書は、五十戸家を「里家」と解釈できることから里

の行政の拠点となる施設があった可能性を示している(注10)。今回の調査は線の発掘であり、

遺跡全体の性格づけが不可能であるから、短絡的に「里家」に関連する遺跡とすることはでき

ない。また、土器は移動がたやすくできるという性質があることを考慮しておかなければなら

ない。さて、そうしたことを念頭に置き本遺跡に里長が存在していたとなると、行政区画では

どこに含まれるであろうか。可能性が最も高いのは、上総国市原郡海部である。海部郷は一文

字で「海」とする場合もあるようで(注目)、本墨書の一字目に r1 J らしき偏を認めるところ

は欲目であろうか。仮に海部郷としても、現在遺跡の北西 4krnに「海士」の地名が残っており、

海部郷の比定地はそちらが有力である。しかし、里の下に複数の集落が存在した可能性もある

ことから(注12)、本遺跡が行政単位である海部里に含まれていたことは十分考えられる。い

ずれにせよ里の役所が調査された例は、里長の木簡を出土した兵庫県氷上郡春日町山垣遺跡

(注13)のみであると思われ、里長に関して一つの追加資料を呈示したことになる。

2 遺構について

トレンチ調査に近い状況で検出した遺構であるため、全掘したものが少なかった。また、土
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坑などは遺物が少量であるため、時期の比定やその性格を明確にし得なかったところもある。

しかし、遺構の分布状況は遺跡全体の傾向を知るうえで大きな成果をあげたものと思われる。

住居跡は16軒検出した。縄文時代に属する S1 -016号跡は、円形か楕円形を呈する平面形を

有する。壁はゆるやかに立ち上がり、壁溝は存在しない。こうした掘り方は、船橋市飯山満東

遺跡(注14)等で検出されている前期住居跡と共通するものである。弥生時代の住居跡は S1 

008・010号跡の 2軒である。これもまた部分的な検出で、全体の平面形は明らかでなしミ。 2

軒とも検出面からの掘り込みは大変浅く、壁下に壁溝は認められない。後期の久ケ原期では、

平面形を円形か、あるいは四辺にやや張りをもっ隅丸長方形の形にとるケースが多い。そうい

うことから考えると S1 -008号跡は円形に近い形になり、 S1 -010号跡が隅丸長方形になる

可能性が大きい。 7世紀末から 8世紀初頭、遺物の項で述べた I期の住居跡は 4本柱を設ける

ものと考えられる。 S1 -013、014号跡両跡とも壁下に溝がめぐらされている。平面形は S1 

013号跡は方形になることが確実である。 II期以降奈良時代の遺構をみると、 S1 -001号跡

には柱穴が発見されず、 S1 -009号跡のように、柱穴が対角線上にのっていない例が存在する。

また、 S1 -005・012号跡の柱穴は底面に据え方を設けかなりしっかりした掘り方を示すもの

もある。いずれも壁下に溝が認められる。 S1 -004・007・01い 015号跡は遺物が少なく時期

の比定が難しいが他の遺構と比較すると、 S1 -004・015号跡は土師器をもっ I期以降の遺構

に属すると考えられ、 S1 -007・011号跡は弥生時代の所産となることが類推される。

溝は一部の検出では、その存在が明らかになっただけで多くは述べられない性格がある。し

かし SD-001・007号跡については方形周溝状遺構になることは明らかで、住居跡を切ってい

ることから、ある程度の年代について推定することを可能にしている。掘り方が丁寧で幅が狭

いという点が特徴である。土坑は SD-008号跡が縄文前期になると考えられる。楕円形を呈し、

かなりの深さを有している。

以上遺物と遺構について、いくつかの成果を簡単にまとめた。最後に、本遺跡の調査が、今

後養老川流域の調査に僅かで、も寄与するところがあるとすれば、今回の調査は意義があったも

のと思われる。
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曜考古学研究会

今村啓爾 「諸磯式土器J W縄文文化の研究』第 3巻昭和57年 8月 雄山閣出版
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市文化財センター

8 注4に同じ

9 須田 勉 「坊作遺跡の調査J W上総国分寺台発掘調査概報~ IV 昭和52年 3月 上総国分寺

台発掘調査団

10 山中敏史・佐藤興治 「郷(里)の役所」古代日本を発掘する 5 W古代の役所』 昭和60年 6

月岩波書庖

11 池漫 禰

12 岸 俊男

鬼頭清明

『平日名類爽抄郡郷里騨名考護』 昭和56年2月 吉川弘文館

「古代村落制度の問題J W日本古代籍帳の研究」所収 昭和54年 9月 塙書房

I (村)はどんなものであったか」 古代日本を発掘する 6 W古代の村」昭和60年 l

月岩波書庖
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14 清藤一順ほか 「飯山j前東遺跡』 昭和50年10月 房総考古資料刊行会
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門脇遺跡と周辺の航空写真(昭和50年撮影) 1 : 10.000 



図版 2 

1 .遺跡遠景

(図版 1に示した位置から)

2 .遺跡近景

(調査終了後北から)

3.遺跡近景

(調査終了後南から)



図版 3 

1 .遺構検出作業

(XI区，南から)

2 .遺構検出状況

(V区，南から)

3 .遺構検出状況

(区区，南から)



1. S 1 -001号跡(南から)

2. S 1 -001号跡遺物出土状況

3. S 1一002号跡(南から)

4. S 1 -002号跡カマド検出状況

及び遺物出土状況

図版 4 



図版 5 

1. S 1 -003号跡(南から) 2. S 1 -004号跡(南から)

3. S 1 -005・SD -001号跡(南から) 4. S 1 -006号跡(南から)



図版 6 

1. S 1 -007・008号跡遺物出土状況(南から)

2. S 1 -007号跡(西から)



図版 7 

1. S 1 -009・010号跡(南から)

2. S 1 -009号跡カマド土層断面 3. S 1 -010号跡炭化材検出状況



図版 8 

1. S 1 -012号跡(南から) 2. S 1 -012号跡掘り方

3. S 1 -012号跡柱穴



図版 9 

1. S 1 -013号跡(南から)

2. S 1 -014 • S D -007号跡(南から) 3. S 1 -014号跡遺物出土状況(北西から)



図版 10 

1. S 1 -015号跡(南西から) 2. S 1 -016・SK -007号跡(南から)

3. S B-001号跡(南から)



図版 11 

1. S F P-001号跡(南から)

2. S F P -002号跡(西から)

3. S K -001号跡(西から)



図版 12 

1. SK-002号跡(西から) 2. S K -003号跡(西から)

3 . II区内土坑全景(南から)



図版 13 

1. S D -008号跡(南から)

2. S D -002号跡(南西から) 3. S D -004号跡(東から)

4. SD-003号跡(東から) 5. S D -005号跡(西から)



S 1 -001.002.003・005号跡出土遺物
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図版 14 
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15 図版

「
口
里
長
」

1 

005 

4 

005 
3 

005 

6 

006 

5 
005 

S I -005-4墨書

.7 

006 

8 

009 
9 

009 

11 

009 

10 
009 

S I -005・006・009号跡出土遺物S I -005 -4墨書，



S 1 -009・012号跡出土遺物
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図版 16 
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S 1 -013・014号跡出土遺物
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図版 17 
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S 1 -014・016号跡出土遺物
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図版 18 
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rJ| 

1. S 1 -008号跡出土土器 2. S 1 -010号跡出土土器

図版 19 

1 

008 

2 

010 

3 
S K-006 

3. S K -006号跡出土土器



SFP-001 

S D -001・002号跡出土遺物， S F P-001号跡出土遺物

2 
S 0-001 

図版 20 

3 

S 0-002 



図版 21 

S D-008号跡出土遺物



図版 22 

グリッド出土土器①



図版 23 

2 

1 .グリッド出土土器② 2 .グリッド出土石器
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『下付jRI下付 門 Jl高 支壁財'll IE態主要毛 100 

ペーシ 筒 所 空Bul、 iE 

. 
5 注6 半田耕之助 米田耕之助

13 上から3行目 ヘラケナデ ヘラナデ

28 下から 8行自 外側 PJが 外側に PJカt

38 上から 10~11行自 1は須恵掃の杯 1は須思器の荒

45 下から4行目 調IIJtである 細片である.

55 上から l行自 遺精 遺物

58 下から 15行自 須，fJ!.fmが 須.¥!!.?ifの荒カt
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